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《
施
政
方
針
の
要
旨
》

　
わ
が
国
の
経
済
は
、雇
用
・
所
得
環
境
の
改
善
が
続
き
、
経

済
の
好
循
環
が
進
展
す
る
中
で
、内
需
を
中
心
と
し
た
景
気
回

復
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、
中
国

を
は
じ
め
と
す
る
世
界
経
済
の
悪
化
が
進
み
つ
つ
あ
る
と
と
も

に
、
国
内
経
済
へ
も
そ
の
影
響
が
広
が
り
を
見
せ
て
お
り
、
先

行
き
が
不
透
明
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
本
市
の
財
政
状
況
は
、
法
人
市
民
税
率
の
引

き
下
げ
や
、
合
併
算
定
替
の
縮
減
に
よ
る
地
方
交
付
税
の
減
少

な
ど
に
よ
り
、
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
予
算
規
模
が
縮
小
す
る
中
で
、
多
様
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
に

応
え
、
持
続
的
に
発
展
し
て
い
く
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
事

業
や
サ
ー
ビ
ス
を
見
直
し
、
限
ら
れ
た
財
源
を
効
果
的
に
活
用

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
７
月
に
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

競
技
大
会
の
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
開
催
に
向
け
、
日

本
中
が
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
く
と
思
い
ま
す
が
、
本
市
に

ゆ
か
り
の
あ
る
選
手
の
活
躍
も
、
大
い
に
期
待
し
た
い
と
こ
ろ

で
す
。こ
う
し
た
国
を
挙
げ
て
の
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
を
契
機
に
、

本
市
も
ス
ポ
ー
ツ
を
切
り
口
と
し
た
、
交
流
人
口
の
拡
大
や
地

域
振
興
を
よ
り
一
層
、
力
強
く
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

＊　
＊　
＊

　
昨
年
は
、４
月
に
三
河
田
原
駅
前
に
親
子
交
流
館「
す
く
っ
と
」

を
開
設
し
、育
児
相
談
や
多
様
な
世
代
の
交
流
の
拠
点
、雨
の
日
の

遊
び
場
と
し
て
、多
く
の
皆
さ
ま
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、教
育
面
で
は
、全
て
の
小
中
学
校
、保
育
園
へ
の
エ
ア

コ
ン
設
置
と
ト
イ
レ
の
洋
式
化
を
行
い
ま
し
た
。子
ど
も
た
ち

の
健
康
を
守
り
、学
習
環
境
の
充
実
を
図
る
こ
と
が
で
き
、大
変

う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
市
内
に
お
い
て
家
畜
伝
染
病
「
豚ぶ
た
ね
つ熱
」の
感
染
が
確

認
さ
れ
、畜
産
農
家
の
皆
さ
ま
が
非
常
に
大
き
な
被
害
を
受
け

ま
し
た
。本
市
で
は
、国
や
愛
知
県
と
連
携
し
、防
疫
力
の
向
上

や
風
評
被
害
の
対
策
を
講
じ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、今
後
も

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
費
用
助
成
な
ど
、農
家
の
皆
さ
ま
の
再
建
に

向
け
て
負
担
軽
減
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

＊　
＊　
＊ 

　
令
和
２
年
度
は
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
く
中
で
も
、こ
の
地
域

の
強
み
を
生
か
し
た
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。市
民
の
皆
さ
ま
や
事
業
者
、団
体
と
の
つ
な
が
り
を
深

め
、安
心
・
安
全
で
快
適
な
暮
ら
し
の
基
盤
づ
く
り
に
努
め
、元

気
な
渥
美
半
島
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

＊　
＊　
＊

　
こ
れ
ま
で
に
種
を
ま
い
て
き
た
取
り
組
み
が
、
徐
々
に
芽
を

出
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
芽
が
、
将
来
に
向
け
て
根
付

き
、
さ
ら
に
花
開
く
よ
う
、
令
和
２
年
度
の
予
算
は
新
た
な
時

代
へ
と
魅
力
を
育
む
予
算
と
し
て
編
成
い
た
し
ま
し
た
。

　
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
将
来
に
わ

た
り
安
心
・
安
全
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
、
そ
し
て
、
誰
も
が

誇
り
と
愛
着
を
持
ち
、
住
み
や
す
さ
を
実
感
で
き
る
、
そ
の
よ

う
な
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
思
い
描
き
、
引
き
続
き
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
の
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

❖
施
政
方
針
の
全
文
は
、市
Ｈ
Ｐ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

田原市のまちづくり
令和 2 年度

　３月２日（月）に開会した田原市議会第１回定例会の冒頭、
山下政良市長は、令和2年度の市政運営を明らかにする施
政方針を説明しました。令和2年度予算案も原案通り可決
されましたので、施政方針の要旨と新年度予算の概要を
お知らせします。

１
０
０
６
８
５
９
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《
予
算
の
概
要
》

　

一
般
会
計
の
予
算
額
は
、
前
年
度
比
５
億

１
０
０
０
万
円
減
の
２
９
２
億
１
０
０
０
万
円
と

な
り
ま
し
た
。
特
別
会
計
を
含
め
た
予
算
総
額

は
約
４
４
５
億
円
で
、
前
年
度
よ
り
も
約
19
億

円
の
増
加
と
な
って
い
ま
す
。
公
共
下
水
道
事
業

お
よ
び
農
業
集
落
排
水
事
業
が
特
別
会
計
か
ら

企
業
会
計
に
移
行
し
た
こ
と
に
伴
い
、
現
金
支

出
を
伴
わ
な
い
減
価
償
却
費
な
ど
の
費
用
を
支

出
と
し
て
計
上
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
が

主
な
要
因
で
す
。

▪
歳
入

　
市
税（
法
人
市
民
税
）が
国
の
税
制
改
正
な
ど

に
よ
り
大
き
く
減
少
し
ま
し
た
が
、
財
政
調
整

基
金
を
は
じ
め
と
す
る
基
金
か
ら
の
繰
入
金
や

市
債
の
借
り
入
れ
増
加
な
ど
に
よ
り
重
点
事
業

の
財
源
を
確
保
し
ま
し
た
。

▪
歳
出

　

伊
良
湖
岬
小
学
校
新
校
舎
や
津
波
避
難
タ

ワ
ー
の
整
備
を
始
め
と
す
る
大
規
模
事
業
な
ど

の
実
施
に
よ
り
、
教
育
費
と
消
防
費
が
大
き
く

増
加
し
ま
し
た
。

▪
令
和
２
年
度
の
基
本
方
針

◦
住
ん
で
み
た
い・訪
ね
て
み
た
い
ま
ち
づ
く
り

◦
住
み
続
け
た
い
ま
ち
づ
く
り

◦
未
来
に
つ
な
が
る
ま
ち
づ
く
り

▼
財
政
課
☎
27‐８
６
０
１

▪市税の内訳

※グラフおよび表中の予算額は１万円未満が切り捨ててあ
るため、合計額とは一致しない場合があります

▪会計別予算

■一般会計の内訳

会計名 予算額 対前年度伸率

◦一般会計 292 億  1,000 万円 　△ 1.7％

◦特別会計 91 億  9,994 万円 △ 16.7％

内　
訳

国民健康保険 82 億     861 万円 6.2％

田原福祉専門学校 1 億     200 万円 △ 16.2％

後期高齢者医療 8 億  8,931 万円 10.7％

◦企業会計 61 億  3,922 万円 221.4％

内　
訳

水道事業 19 億     844 万円 △ 0.1％

下水道事業 42 億  3,078 万円 皆増

合計 445 億 4,916 万円 4.4％

税目名 予算額 対前年度伸率
◦市民税 53 億  8,530 万円 △ 26.3％
内 

訳
個人市民税 35 億  3,700 万円 △ 2.4％
法人市民税 18 億  4,830 万円 △ 49.9％

◦固定資産税 68 億  3,720 万円 △ 3.2％

内　
訳

土地 18 億  4,000 万円 △ 1.2％
家屋 23 億  3,000 万円 1.1％
償却資産 25 億  2,900 万円 △ 8.3％
滞納繰越分 3,400 万円 0.0％
交付金 1 億     420 万円 △ 0.1％

◦軽自動車税 2 億  2,100 万円 4.4％
◦市たばこ税 3 億  9,434 万円 0.8％
◦鉱産税 10 万円 0.0％
◦入湯税 2,200 万円 4.8％
◦都市計画税 5 億     600 万円 △ 0.4％

合計 133 億  6,594 万円 △ 13.8％

田原市のまちづくり
令和2年度

土木費

民生費

総務費

商工費

衛生費

その他

公債費
85億8,265万円

31億484万円

31億45万円

39億7,986万円

40億7,638万円

2億8,894万円6億1,001万円

16億7,947万円 29.4%

10.6%

10.6%

13.6%

14.0%

1.0%2.1%

5.7%

農林水産業費
14億7,964万円
5.1%

消防費

23億772万円
7.9% 292億1,000万円

100％

歳出
合計

教育費

市税

繰越金

　国庫支出金

県支出金

諸収入

133億6,594万円

3億8,000万円

29億1,480万円

18億612万円
45.8%

1.3%

10.0%

6.2%

5億4,477万円
1.8%2.1%

4.6%その他  
13億4,959万円

292億1,000万円
100％

歳入
合計

14億5,800万円
5.0%

使用料および手数料

8億2,589万円
2.8%

市債

30億5,992万円
10.5%

繰入金
29億494万円
9.9%

　地方交付税

地方消費税交付金

6億円

※ =市ＨＰでの検索用ページＩＤ
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◉
住
ん
で
み
た
い
・

　
訪
ね
て
み
た
い
ま
ち
づ
く
り

▪
地
域
の
特
色
を
活
か
し
た
産
業
振
興

　
豚
に
接
種
す
る
豚
熱
ワ
ク
チ
ン
費
用
の
助
成
を
行
う
と
と

も
に
、
野
生
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
有
害
鳥
獣
駆
除
の
促
進
を
図

る
た
め
、
有
害
鳥
獣
駆
除
に
必
要
な
狩
猟
免
許
の
取
得
に
対

し
て
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　
渥
美
半
島
た
は
ら
ブ
ラ
ン
ド
を
全

国
に
発
信
す
る
た
め
の
プ
レ
ミ
ア
ム

ロ
ゴ
や
販
促
ツ
ー
ル
の
制
作
を
は
じ

め
、
農
・
商
・
工
業
に
関
わ
る
人
材

の
育
成
、
商
品
開
発
か
ら
販
路
開
拓

ま
で
を
総
合
的
に
支
援
し
ま
す
。

▪
定
住
・
移
住
、
交
流
人
口
拡
大

　
空
き
家
の
活
用
や
除
却
に
加
え
、
活
用
促
進
の
た
め
の
片

付
け
や
登
記
手
続
き
な
ど
に
対
し
て
助
成
す
る
こ
と
で
、
空

き
家
の
有
効
活
用
を
推
進
し
ま
す
。

　税制改正による法人市民税の減収や、地方交付税の合併算定替
の縮減という厳しい財政状況が見込まれる中、新斎場や伊良湖岬
小学校新校舎整備を始めとする大規模事業の継続実施などのた
め、基金の活用や市債の借り入れなどの対応により、財政規模は昨
年度と比較し、わずかな減少となっています。今後も予算規模縮
小が見込まれるため、行政サービスの再構築などを行い、必要な
事業や基盤整備に着実に取り組むための予算編成を行いました。
　ここでは、主な事業と予算額をご紹介します。
※金額は10万円未満切り捨て

▼財政課☎27‐8601 

令和２年度予算  主な取り組み

新たな時代へと
　　　魅力を育む 予算

空
き
家
対
策
の
推
進	
１
７
９
０
万
円

農
商
工
連
携
支
援
事
業	

４
８
０
万
円

　
恋
人
の
聖
地
を
有
す
る
他
地
域
と
の
連
携
事
業（
各
種
Ｐ

Ｒ
事
業
な
ど
）の
実
施
に
よ
り
、
各
地
域
間
の
人
の
流
れ
を

生
み
出
し
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
ま
す
。

　

温
泉
を
掘
削
し
、
新
た
に

温
泉
管
理
施
設
（
貯
湯
タ
ン

ク
な
ど
）
を
整
備
す
る
こ
と

で
、
温
泉
資
源
を
活
用
し
た

市
の
観
光
の
魅
力
度
向
上
を

図
り
ま
す
。

　
サ
イ
ク
リ
ス
ト
の
受
け
入
れ

拠
点
、
情
報
拠
点
と
な
る
よ
う

道
の
駅
な
ど
の
整
備
を
行
い
、

交
流
人
口
の
拡
大
を
図
り
ま

す
。

　
本
市
の
国
際
交
流
事
業
、
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
市
と
の
姉
妹

都
市
提
携
が
30
周
年
と
な
る
こ
と
を
記
念
し
、
国
際
交
流
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル（
仮
称
）や
、
姉
妹
都
市
提
携
の
記
念
式
典
を

開
催
し
ま
す
。

サ
イ
ク
リ
ス
ト
受
入
環
境
の
整
備	

１
７
０
万
円

家
畜
伝
染
病（
豚
熱
）ま
ん
延
防
止
対
策	　　　　　　　　　　　　　　   	

	

１
８
８
０
万
円

温
泉
の
掘
削	

９
３
２
０
万
円

国
際
交
流
30
周
年
記
念
事
業
の
開
催

	

３
０
０
万
円

拡充

拡充拡充

新規

拡充

恋
人
の
聖
地
観
光
連
携
Ｐ
Ｒ	

１
４
０
０
万
円  

新規拡充
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◉
住
み
続
け
た
い
ま
ち
づ
く
り

▪
出
産
・
子
育
て
・
教
育
環
境
の
充
実

　
聴
覚
障
害
児
の
早
期
発
見
の
た
め
、全
新
生
児
に
対
し
て

聴
覚
検
査
を
実
施
し
、検
査
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

　
赤
羽
根
保
育
園
、高
松
保
育
園
、若
戸
保
育
園
を
統
合
・
民

営
化
に
よ
る
、（
仮
称
）あ
か
ば
ね
こ
ど
も
園
開
設
に
向
け
た

準
備（
土
地
の
購
入
）を
行
い
ま
す
。

　

病
気
の
回
復
期
に
あ

る
が
、
集
団
保
育
が
困

難
な
期
間
に
、
子
ど
も

の
保
育
お
よ
び
看
護
を

行
い
、
保
護
者
の
子
育

て
と
就
労
の
両
立
を
支

援
し
ま
す
。

　
18
歳
ま
で
の
子
ど
も
の
入
院
に
か
か
る
医
療
費
自
己
負
担

額
を
全
額
助
成
し
ま
す
。

　
国
が
進
め
る「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
」実
現
の
た
め
、

市
内
小
中
学
校
の
校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
を
整
備
し
、
情
報
通
信
の
構

築
を
行
い
ま
す
。【
3
月
補
正
予
算
】

　
令
和
3
年
9
月
の
開
校
に
向
け
、
旧
伊
良
湖
岬
中
学
校
跡

地
へ
の
伊
良
湖
岬
小
学
校
新
校
舎
整
備
を
行
い
ま
す
。

▪
安
心
・
安
全
快
適
な
ま
ち
づ
く
り

　
小
中
山
地
区
に
津
波
避
難
タ
ワ
ー（
一
時
避
難
場
所
）を
整

備
し
、防
災
力
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
胃
が
ん
を
早
期
発
見
、早
期
治
療
す
る
た
め
、胃
が
ん
検
診

の
バ
リ
ウ
ム
不
適
合
者
な
ど
の
方
へ
の
内
視
鏡
検
査
を
実
施

し
、
胃
が
ん
発
見
率
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

　
高
齢
者
に
よ
る
自
動
車
の
ア
ク
セ
ル
と
ブ
レ
ー
キ
の
踏
み

間
違
い
事
故
防
止
の
た
め
、
後
付
け
の
ペ
ダ
ル
踏
み
間
違
い

急
発
進
等
抑
制
装
置
の
設
置
に
対
し
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

住
民
票
な
ど
各
種
証
明

書
を
、
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
に
設
置
さ

れ
た
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
で

交
付
で
き
る
よ
う
に
し
、

利
便
性
の
向
上
を
図
り
ま

す
。【
令
和
3
年
1
月
上
旬

開
始
予
定
】

◉
未
来
に
つ
な
が
る
ま
ち
づ
く
り

　
令
和
3
年
4
月
の
使
用
開
始
に
向
け
、
新
斎
場
整
備
を
行

い
ま
す
。

　
衛
生
セ
ン
タ
ー（
し
尿
処
理
施
設
）の
老
朽
化
に
対
応
す
る

た
め
、
赤
羽
根
浄
化
セ
ン
タ
ー
に
、
し
尿
と
浄
化
槽
汚
泥
の

受
入
施
設
を
整
備
し
ま
す
。

　
田
原
市
立
田
原
福
祉
専
門
学
校
の
運
営
の
民
営
化
を
、
社

会
福
祉
法
人
福
寿
園
へ
の
移
管
な
ど
に
よ
り
進
め
ま
す
。

病
後
児
保
育
室
の
開
設	

１
３
０
万
円

新
生
児
聴
覚
検
査
の
費
用
助
成	

80
万
円

（
仮
称
）あ
か
ば
ね
こ
ど
も
園
施
設
整
備
支
援

	

１
億
５
０
１
０
万
円

新
斎
場
の
整
備	

10
億
２
６
５
０
万
円

高
齢
者
安
全
運
転
支
援
装
置
の
設
置
補
助

	
５
７
０
万
円

伊
良
湖
岬
小
学
校
の
整
備	

８
億
８
９
６
０
万
円

18
歳
ま
で
の
入
院
医
療
費
助
成	

８
０
０
万
円

田
原
福
祉
専
門
学
校
の
民
営
化	

８
５
８
０
万
円

「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
」実
現
の
た
め
の

校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
整
備	

２
億
７
７
３
０
万
円

新規新規

新規

新規 新規

新規継続

津
波
避
難
タ
ワ
ー
の
整
備	

２
億
９
１
３
０
万
円

拡充

内
視
鏡
検
査（
胃
）の
開
始	

40
万
円

新規

住
民
票
な
ど
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
の
開
始

	

２
０
４
０
万
円

新規継続

し
尿
処
理
施
設
の
統
合
整
備	

５
億
７
１
６
０
万
円

継続新規
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１
０
０
２
３
０
７

■令和2～4年度　中期財政計画（一般会計当初予算）

実
施
計
画
は
、田
原
市
総
合
計
画

に
定
め
た
施
策
の
実
現
の

た
め
に
、中
期
的
な
財
政
の
見
通
し
に
基

づ
き
、向
こ
う
３
年
間
の
重
点
事
業
の
方

向
性
を
整
理
し
た
も
の
で
す
。財
政
状
況

や
事
業
の
進
捗
に
伴
い
、毎
年
度
見
直
し

を
行
っ
て
い
ま
す
。

▪
財
政
の
見
通
し

【
歳
入
】法
人
市
民
税
や
地
方
交
付
税
が

減
少
す
る
た
め
、財
政
規
模
が
縮
小
し
ま

す
。市
債
は
、学
校
建
設
な
ど
の
大
型
事
業

に
対
し
合
併
特
例
債
を
活
用
す
る
た
め
、

一
時
的
に
増
加
し
ま
す
が
、将
来
に
向
け

て
抑
制
を
図
り
ま
す
。

【
歳
出
】投
資
的
経
費
は
、歳
入
減
に
伴

い
、縮
小
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、必
要
な
規

模
を
確
保
し
ま
す
。

▪
重
点
的
に
取
り
組
む
分
野

◦
地
域
の
特
色
を
活
か
し
た
産
業
の
振
興

◦
定
住・交
流
人
口
の
拡
大

◦
妊
娠・出
産
、子
育
て
環
境
の
充
実

◦
福
祉・医
療
の
充
実

◦
教
育
環
境
の
充
実

◦
安
心・安
全
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り

▼
企
画
課
☎
23‐３
５
０
７

今
後
３
年
間
の
重
点
事
業
の
方
向
性

「
第
14
期
実
施
計
画
」

現
副
市
長
の
鈴
木
正
直
氏
の
任

期
が
３
月
末
を
も
っ
て
満
了

す
る
こ
と
に
伴
い
、３
月
２
日
（
月
）

に
開
か
れ
た
市
議
会
第
１
回
定
例
会

で
、
同
氏
が
副
市
長
に
再
任
さ
れ
る

こ
と
の
同
意
を
得
て
選
任
さ
れ
ま
し

た
。
任
期
は
、
４
月
１
日
か
ら
令
和

６
年
３
月
31
日
ま
で
で
す
。

▼
人
事
課
☎
23‐７
４
０
４

３
月
末
を
も
っ
て
花
井
隆
氏
が

教
育
長
を
辞
職
す
る
こ
と
に

伴
い
、
３
月
23
日（
月
）に
開
か
れ
た

市
議
会
第
１
回
定
例
会
で
、
鈴
木
欽

也
氏
が
教
育
長
に
任
命
さ
れ
る
こ
と

の
同
意
を
得
て
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

任
期
は
、
前
教
育
長
の
残
任
期
間
の

４
月
１
日
か
ら
令
和
３
年
３
月
31
日

ま
で
で
す
。

▼
人
事
課
☎
23‐７
４
０
４

新
教
育
長
に
鈴
木
欽
也
氏

副
市
長
に
鈴
木
正
直
氏

鈴木 正
ま さ な お

直氏鈴木 欽
き ん や

也氏

自
主
財
源

依
存
財
源

自
主
財
源

依
存
財
源

自
主
財
源

依
存
財
源

0

50

100

150

200

250

300

R4年度R3年度R2年度
0

50

100

150

200

250

300

R4年度R3年度R2年度

■投資的経費

■義務的経費

■その他諸経費

自
主
財
源

■その他

■繰入金・繰越金

■市税

依
存
財
源

■その他

■地方交付税

■市債

（億円） （億円）《歳出》 《歳入》
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※ ・ＨＰ=ホームページ／ =市ＨＰでの検索用ページＩＤ

本
市
は
、
市
立
田
原
福
祉
専
門
学
校

を
、
高
等
教
育
機
関
と
し
て
、
介

護
福
祉
士
養
成
専
門
学
校
を
維
持
存
続
さ

せ
る
た
め
、
介
護
現
場
を
持
つ
（
福
）
福

寿
園
に
学
校
運
営
を
移
管
す
る
覚
書
を
、

３
月
23
日
（
月
）に（
福
）福
寿
園
と
締
結

し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、本
市
の
意
向
を
受
け
、（
福
）福

寿
園
が
合
意
し
た
も
の
で
令
和
３
年
４
月

か
ら
、民
営
の
新
学
校
と
し
て
ス
タ
ー
ト

で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
ま
す
。

▪
新
学
校
名

　
田
原
福
祉
グ
ロ
ー
バ
ル
専
門
学
校

▪
基
本
方
針

　
田
原
市
立
田
原
福
祉
専
門
学
校
の
教
育

理
念
と
教
育
目
標
は
、新
学
校
に
引
き
継

が
れ
ま
す
。　

▼
田
原
福
祉
専
門
学
校
☎
22‐３
９
３
９

（
福
）福
寿
園
と
田
原
福
祉
専
門
学
校
移
管
に

関
す
る
覚
書
を
締
結
し
ま
し
た

１
０
０
６
８
７
１

１
０
０
６
９
０
４

お
ひ
さ
ま
病
後
児
保
育
室
を
４
月
１

日
か
ら
開
設
し
ま
す
。
こ
の
保
育

室
は
、
病
気

の
回
復
期
に

あ
る
が
、
ま

だ
普
段
の
保

育
園
や
こ
ど

も
園
に
登
園

で
き
な
い
子

ど
も
の
保
育

を
行
う
施
設

で
す
。

▪
対
象
児
童

　

渥
美
病
院
小
児
科
医
師
の
診
察
に
よ

り
、利
用
が
可
能
と
診
断
さ
れ
た
保
育
園

や
こ
ど
も
園
に
通
う
市
内
在
住
の
１
歳
６

カ
月
～
年
長
児（
２・３
号
認
定
の
み
）

▪
定
員

　
１
日
３
名（
感
染
症
の
種
類
に
よ
り
、２

名
ま
で
と
す
る
こ
と
あ
り
）

▪
利
用
料
金

　

１
日
２
０
０
０
円（
利
用
日
の
翌
月
に

１
カ
月
分
を
ま
と
め
て
請
求
）

▪
実
施
場
所

　
田
原
町
築
出
37
‐８

▪
開
設
時
間

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時（
利
用
児

童
が
い
る
場
合
の
み
開
設
）

▪
開
設
日

　

月
～
金
曜
日（
た
だ
し
祝
日
・
８
／
15
・

12
／
29
～
１
／
３
休
み
）

▪
利
用
方
法

①
事
前
登
録

　

登
録
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

子
育
て
支
援
課
へ
提
出

②
電
話
予
約

　
利
用
し
た
い
日
の
前
日
ま
で
に
子
育
て

支
援
課
へ
電
話
に
て
連
絡

③
診
察

　
利
用
し
た
い
日
ま
で
に
医
師
連
絡
票
を

持
参
の
上
、渥
美
病
院
小
児
科
を
受
診

④
保
育

　
医
師
に
利
用
可
能
と
診
断
さ
れ
た
ら
利

用
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
載
の
上
、必

要
な
持
ち
物
と
一
緒
に
保
育
室
へ
持
参

※
各
種
用
紙
は
、市
Ｈ
Ｐ
に
掲
載

▪
受
け
入
れ
目
安

　
病
状
に
よ
っ
て
違
う
た
め
、詳
細
は
市

Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

▼
子
育
て
支
援
課
☎
23‐３
５
１
３

病
気
回
復
期
の
子
ど
も
を
保
育

「
お
ひ
さ
ま
病
後
児
保
育
室
」を
開
設

 ●覚書を手にする（福）福寿園山田理事長（写真右）と山下市長

 ●病後児保育室の一室

▲学校の時計台、渥美半島の地形、田原の
「T」などを表す新しいロゴマーク
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令
和
３
年
４
月
１
日
採
用
予
定
の
田

原
市
職
員
採
用
試
験
は
、教
養
試
験

を
行
う
従
来
の
一
般
統
一
試
験
、面
接
を

重
視
す
る
自
己
推
薦
型
試
験
の
総
合
能
力

試
験
お
よ
び
社
会
人

採
用
試
験
の
３
種
類

で
す
。

【
総
合
能
力
試
験
】

▪
募
集
内
容

職
種
／
採
用
予
定
人
数
＝【
事
務
職
】５

名
程
度【
技
術
職（
土
木
）】若
干
名　
資

格
要
件
＝【
事
務
職
お
よ
び
技
術
職
】平

成
４
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

▪
第
１
次
試
験

期
日
＝
５
月
30
日（
土
）　

場
所
＝
市

役
所　
試
験
内
容
＝
性
格
検
査（
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り
事
前
に
実
施
）、基

礎
能
力
検
査
お
よ
び
面
接
試
験

▪
第
２
次
試
験

第
１
次
試
験
の
合
格
者
を
対
象
に
、適

性
検
査
、作
文
試
験
お
よ
び
面
接
試
験

を
実
施
／
期
日・場
所
は
後
日
通
知

▪
第
３
次
試
験

第
２
次
試
験
の
合
格
者
を
対
象
に
、面
接

試
験
を
実
施
／
期
日・場
所
は
後
日
通
知

▪
申
込

受
験
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、持

参
ま
た
は
郵
送・イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
て
／

募
集
要
項
、受
験
申
込
書
な
ど
は
市
役
所
人

事
課・市
Ｈ
Ｐ
に
て
／
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

よ
る
申
し
込
み
は
、市
Ｈ
Ｐ
で
案
内

▪
受
付
期
間

４
月
15
日（
水
）～
５
月
7
日（
木
）／
窓
口

は
、平
日
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

／
郵
送
の
場
合
は
締
切
日
消
印
有
効

【
一
般
採
用
試
験
】

７
月
12
日（
日
）実
施
、６
月
１
日（
月
）

募
集
開
始
予
定
／
職
種
は
、事
務
職
、技

術
職
、保
育
職
、消
防
職
な
ど
／
詳
細
は

広
報
た
は
ら
６
月
号・市
Ｈ
Ｐ
に
掲
載

※
総
合
能
力
試
験
と
の
併
願
不
可

【
社
会
人
採
用
試
験
】

９
月
20
日（
日
）実
施
、８
月
３
日（
月
）

募
集
開
始
予
定
／
職
種
は
、事
務
職
な

ど
／
詳
細
は
広
報
た
は
ら
８
月
号・市
Ｈ

Ｐ
に
掲
載

▼
人
事
課
☎
23‐７
４
０
４

（
〒
４
４
１‐‐３
４
９
２　
住
所
不
要
）

１
０
０
４
８
７
７

田
原
市
職
員
を
募
集
！

（
令
和
３
年
４
月
１
日
採
用
予
定
）

本
市
で
発
生
し
た
豚
熱（
Ｃ
Ｓ
Ｆ
）の

蔓
延
防
止
の
た
め
多
大
な
支
援
・

協
力
を
い
た
だ
い
た
諸
団
体
へ
山
下
市
長

か
ら
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
山
下
市
長
は
、「
皆
さ
ん
の
迅
速
な
対
応

の
お
か
げ
で
、市
は
落
ち
着
き
を
取
り
戻

す
こ
と
が
で
き
た
。本
市
と
し
て
は
農
家

の
再
建
に
向
け
支
援
し
、大
切
な
産
業
を

守
っ
て
い
く
」と
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
ま

し
た
。

▼
農
政
課
☎
23‐３
５
１
７

地
域
一
丸
と
な
っ
た

豚
熱
の
迅
速
な
防
疫
措
置
に
感
謝

贈呈者 選定理由

陸上自衛隊第10
師団 第10師団長
鈴木直栄

発生農場において、迅速な防疫
措置に取り組んでいただいた

愛知みなみ農業
協同組合 代表理
事組合長 
髙瀬与志彦

●フォークリフト操作員を派遣
●消毒ポイントの設置のための   
   場所提供
●動員者輸送車両を迅速に手配
●必要な資材の供給に貢献

田原土木協会
会長 杉田鐘一

〔（株）石高組〕

市内発生事例に関して、業界を取
りまとめ、集積・運搬・埋却場所の
準備、埋却業務などの迅速な処理
に貢献

田原建設業協会
会長 藤城隆雄

〔藤建設（株）〕

市内発生事例に関して、業界を取
りまとめ、集積、運搬、埋却場所の
準備、埋却業務などの迅速な処理
に貢献

愛知県経済農業協
同組合連合会
代表理事理事長
権田博康

消毒ポイント用地の協力
※自主消毒ポイント含む

野田区自治会
会長 渥美昌彦 2発生事例に関し、埋却地の協力

●感謝状贈呈者　※敬称略

※陸上自衛隊第10師団へは後日贈呈

令和2年4月  広報たはら │    │8



障
害
者
や
外
国
人
が
避
難
所
な
ど
で

過
ご
す
際
に
、絵
や
文
字
を
指
さ

す
こ
と
で
、情
報
を
伝
え
や
す
く
す
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
ボ
ー
ド
と
、そ

の
使
い
方
な
ど
を
掲
載
し
た
支
援
ガ
イ
ド

を
作
成
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ボ
ー
ド
は
、絵
と「
や
さ
し
い
日
本

語
」で
作
成
し
て
い
ま
す
。ま
た
、市
内
に
多

く
在
住
す
る
外
国
人
の
た
め
に
、英
語・中

国
語・ベ
ト
ナ
ム
語
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

▪
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ボ
ー
ド
の
種
類

●
避
難
所
で
の
お
知
ら
せ
絵
ボ
ー
ド

　
避
難
所
で
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
場
面

の
情
報
を
文
字
と
絵
で
表
現
し
、現
在
起

き
て
い
る
状
況
に
つ
い
て
、伝
え
る
た
め

の
ボ
ー
ド
。

●
フ
ェ
イ
ス
ス
ケ
ー
ル
ボ
ー
ド（
災
害・救
急
）

　

顔
の
表
情
の
絵
な
ど
を
使
っ
て
、体
の

調
子
に
つ
い
て
伝
え
る
た
め
の
ボ
ー
ド
。

●
避
難
者
受
付
ボ
ー
ド

　
避
難
者
の
受
付
の
際
に
必
要
な
情
報
に

つ
い
て
、取
り
ま
と
め
た
ボ
ー
ド
。

●
伝
え
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
ボ
ー
ド「
わ
た
し
の

伝
え
た
い
こ
と
」

　
自
分
の
気
持
ち
な
ど
を「
伝
え
る
た
め
」

の
ボ
ー
ド
。

※
詳
し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

市
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す　

▼
防
災
対
策
課
☎
23‐３
５
４
８

※ ・ＨＰ=ホームページ／ =市ＨＰでの検索用ページＩＤ

１
０
０
６
８
８
９

絵
や
文
字
を
指
さ
し
て
情
報
を
伝
え
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
ボ
ー
ド

●●名前
な ま え

は？

●●生年
せいねん

月日
が っ ぴ

は？

●●自宅
じ た く

の被害
ひ が い

状況
じょうきょう

はどうですか？

●●住 所
じゅうしょ

？

●避難者
ひ な ん し ゃ

の受付
う け つ け

をします 

●●あなたの家族
か ぞ く

は？

●●家族
か ぞ く

に特別
とくべつ

な配慮
はいりょ

が必要
ひつよう

な人
ひと

がいますか？

父 母 
夫 妻 
娘 息子 
おじいさん 
おばあさん 
兄弟／姉妹 
雇用主 
（日本のお父さん・お母さん）

避難者の受付 

全壊
ぜんかい

半壊
はんかい

一部
い ち ぶ

損壊
そんかい

床下
ゆかした

浸水
しんすい

断水
だんすい

停電
ていでん

ガス停止
て い し

障害
しょうがい

がある ケガ人
にん

がいる 妊娠
にんしん

している持病
じびょう

がある

電話
で ん わ

不通
ふ つ う

　

  

子
育
て
世
代
の
皆
さ
ん
へ

定
住
の
た
め
の
住
宅
取
得
に
奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
！

　
本
市
で
は
人
口
増
加
と
地
域
活
性
化
を
図
る
た
め
、「
田
原
市
定
住
・
移
住
促
進
奨
励
金
」

制
度
を
継
続
し
、
本
市
へ
の
定
住
・
移
住
を
応
援
し
ま
す
。

▪
対
象
住
宅

平
成
31
年
４
月
１
日
～
令
和
３
年
３
月
31
日
の
期
間

に
自
ら
取
得（
権
利
登
記
）す
る
新
築
住
宅
ま
た
は
建

売
住
宅
で
、次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
も
の

　
◦
建
築
基
準
法
に
基
づ
く
確
認
済・検
査
済
の
物
件

　
◦
居
住
用
面
積
が
70
㎡
以
上

　
◦
取
得
価
格
が
５
０
０
万
円
以
上

※
住
宅
ま
た
は
店
舗
な
ど
と
の
併
用
住
宅
が
対
象

※
既
存
住
宅
の
増
改
築
は
対
象
外

▪
対
象
者（
い
ず
れ
の
要
件
も
満
た
す
方
）

　
◦
申
請
者
本
人
ま
た
は
配
偶
者
が
45
歳
以
下
の
方

　
◦
対
象
住
宅
の
所
有
権
を
２
分
の
１
以
上
有
す
る
方

▪
奨
励
金

　
①
市
外
に
１
年
以
上
居
住
し
転
入【
20
万
円
】　

　
②
市
内
の
社
宅・賃
貸
住
宅
な
ど
に
５
年
以
上
居
住
し
転
居【
20
万
円
】

   

③
右
記
①・②
以
外【
10
万
円
】

▪
奨
励
金
へ
加
算
さ
れ
る
額

　
◦
義
務
教
育
終
了
前
の
子
が
同
居【
10
万
円
】

　
※
田
原
市
商
工
会
ま
た
は
渥
美
カ
ー
ド
事
業
協
同
組
合
の
地
域
商
品
券
に
よ
り
支
給

　
◦
赤
羽
根・福
江
市
街
化
区
域
、夕
陽
が
浜
、光
崎
で
取
得【
10
万
円
】

　
◦
市
内
建
設
業
者
が
建
築【
20
万
円
】

▪
交
付
の
条
件

　
◦
取
得
後
５
年
以
上
定
住
す
る
こ
と

　
◦
世
帯
全
員
に
市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
こ
と　
な
ど

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、市
Ｈ
Ｐ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い

▼
建
築
課
☎
23-
３
５
２
７

１
０
０
３
６
４
８

最高
60万円

1 協力／田原市聴覚障害者協会

●●For people who need information by pictures and letters．【【英英語語対対応応】】

■■为为了了需需要要画画儿儿和和文文字字信信息息的的人人【【中中国国対対応応】】

▲▲          【ベベトトナナムム語語対対応応】】

避難所
ひ な ん じ ょ

でのお知
し

らせ絵
え

ボード 

絵
え

や文
も

字
じ

による情
じょう

報
ほう

を必
ひつ

要
よ う

とする人
ひと

のために

災害版 

健康たはら２１イメージキャラクター 

ヘルシーナ 

伝
つた

えたいことがあります 

私
わたし

は、耳
みみ

や言葉
こ と ば

が不自由
ふ じ ゆ う

です 
●I am not able to hear or speak 

■耳朵听不见
▲         .

伝えるメッセージボード

「わたしの伝えたいこと」 

耳マーク 
聞こえが不自由なことを表すとともに聞こえない人・聞こえ
にくい人への配慮を表すマークでもあります

▲避難所でのお知らせ絵ボード

▲フェイススケールボード▲伝えるメッセージボード

▲避難者受付ボード
①どうしましたか？

痛
いた

い 
●●Pain
■■很很疼疼  
▲▲

苦しい
くる

●●Difficult to 
breathe

■■难难受受 ▲▲ 

体
からだ

のどこですか？
●●Where do you feel the symptoms?
■■身身上上的的什什么么部部分分有有症症状状？？
▲    

気分
き ぶ ん

が悪
わる

い 
●●Feel sick
■■身身体体不不舒舒服服  
▲▲   

めまい 
●●Dizziness
■■头头晕晕  
▲ 

吐
は

いた 
●●Vomited
■■呕呕吐吐了了  
▲ 

しびれる 
●●Feel numb
■■麻麻痹痹  
▲  

血
ち

が出
で

た 
●●Bleeding
■■出出血血了了  
▲  

かゆい 
●Itchy
■■觉觉得得痒痒  
▲ 

熱
ねつ

がある 
●●Fever
■■发发烧烧了了  
▲▲

●What �s wrong? ■■有有没没有有什什么么症症状状？？▲▲    

フェイススケールボード 

ケガ・病気の症状 

下痢
げ り

●●Diarrhea
■■腹腹泻泻  
▲▲ 

●英語 ■中国語▲ベトナム語 
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４
月
か
ら
自
動
車
に
対
す
る
後
付
け

の
ペ
ダ
ル
踏
み
間
違
い
急
発
進
等

抑
制
装
置
の
設
置
補
助
制
度
を
始
め
ま
す
。

▪
対
象
者

　
次
の
条
件
を
全
て
満
た
す
個
人
の
方

◦
本
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て

い
る
65
歳
以
上
の
方（
年
度
内
に
65
歳

に
到
達
す
る
方
を
含
む
）

◦
装
置
を
設
置
す
る
自
動
車
の
自
動
車
検

査
証
に
記
載
さ
れ
た
使
用
者
の
方

◦
有
効
期
限
内
の
自
動
車
運
転
免
許
証
を

所
有
さ
れ
て
い
る
方

◦
自
動
車
税
お
よ
び
市
税
を
滞
納
し
て
い

な
い
方

▪
対
象
車
両

　
次
の
条
件
を
全
て
満
た
す
自
動
車

◦
対
象
装
置
が
設
置
可
能
で
あ
る
こ
と

◦
自
動
車
検
査
証
の「
自
家
用・事
業
用
の

別
」欄
に「
自
家
用
」と
記
載
さ
れ
た
も
の

▪
補
助
額　
　

　

購
入
費
お
よ
び
設
置
費
の
５
分
の
４
以

内（
１
０
０
０
円
未
満
切
捨
て
）／
上
限
あ
り

（
障
害
物
検
知
機
能
付
３
万
２
０
０
０
円
／

障
害
物
検
知
機
能
な
し
1
万
６
０
０
０
円
）

１
０
０
６
８
６
０

高
齢
者
安
全
運
転
支
援
装
置
設
置
促
進
事
業

補
助
金
を
ス
タ
ー
ト
！※

予
算
の
状
況
に
よ
り
受
け
付
け
を
終
了

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

▪
補
助
対
象　
　

　
国
の
性
能
認
定
制
度
で
認
定
さ
れ
た
装

置
を
４
月
１
日
以
降
に
設
置
し
た
も
の

▪
申
請
方
法　
　

　
市
Ｈ
Ｐ
、総
務
課
、市
内
安
全
運
転
支
援

装
置
販
売
店
に
あ
る
様
式
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、総
務
課
へ
提
出

▼
総
務
課
☎
23‐３
５
０
４

イベント名（市町村）
場　所 期　日 問い合わせ

長篠合戦のぼりまつり
第55回大会（新城市）

長篠城址周辺
5/5火・ 新城市観光協会

☎（0536）32-0022

芝桜まつり（豊根村）
茶臼山高原　芝桜の丘

5/９土～
6/７日

（一財）茶臼山高原協会
☎（0536）87-2345

花しょうぶまつり（豊橋市）
賀茂しょうぶ園

５月下旬～
６月上旬　

花しょうぶまつり実行委員会
☎（0532）51-2430

豊川市民まつりおいでん祭
（豊川市）

豊川市野球場周辺
5/23土・24日

10：00～
おいでん祭実行委員会
☎（0533）86-4101

第34回エリカカップヨットレース
（蒲郡市）

ラグーナ地区周辺海域
5/24日 蒲郡市観光商工課

☎（0533）66-1120

第3回世界チェンソー
アート競技大会（東栄町）

東栄ドームほか
5/30土・31日 チェンソーアートクラブ

☎（0536）76-1199

東三河の観光イベントをご紹介します。（東三河８市町村の広報紙共同企画）

▶愛知県東三河広域観光協議会
　☎（0532）54‐1484 http://www.honokuni.or.jp/

イベント情報
テーマ＝また来たくなる渥美半島～食
べる・遊ぶ・観る～
作品＝単写真（令和2年中に撮影した
作品で未発表のもの）
賞＝田原市長賞、渥美半島観光ビュー
ロー会長賞、特別賞他
申込＝渥美半島観光ビューローＨＰの
専用フォームにて／１人５点まで／写
真専用用紙へプリントアウトしたもの
とデジタルデータ（JPEGのみ）の2点
その他＝被写体が特定できる場合は
必ず了承を得ること／応募作品は返
却しません／入賞発表は、令和3年3
月にＨＰにて
※詳しくは、渥美半島観光ビューローＨ
Ｐをご覧ください
締切＝12月31日（木）
▶渥美半島観光ビューロー
〒４４１‐３４16　東赤石5丁目74番地

（道の駅田原めっくんはうす内）
☎23‐３５16

https://www.taharakankou.gr.jp/

渥美半島フォトコンテスト
作品募集！　　 

装置名 取扱事業者
踏み間違い加速抑制システム トヨタ自動車正規ディーラー
ペダル踏み間違い時加速抑制

装置「つくつく防止」 ダイハツ工業正規ディーラー

S-DRIVE 誤発進防止システム2 イエローハット
サン自動車工業認定取扱販売店

JARWA_S-DRIVE JARWA加盟自動車整備工場
ペダルの見張り番Ⅱ オートバックス

アクセル見守り隊 ジェームス
データシステム認定取扱販売店

ワンペダル 確認中

●補助対象の装置（令和2年2月末時点。追加の可能性あり）

※掲載内容は新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、変更する場合があります
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※ ・ＨＰ=ホームページ／ =市ＨＰでの検索用ページＩＤ

▪
開
催
期
日

　
９
月
13
日（
日
）Ａ
タ
イ
プ
午
前
8
時
～
／

Ｂ
タ
イ
プ
午
前
10
時
～
／キッ
ズ
午
後
1
時
～

▪
競
技
内
容

【
Ａ
タ
イ
プ
】92・25
㎞

　
（
Ｓ
：
２・25
㎞
、Ｂ
：
70
㎞
、Ｒ
：
20
㎞
）

【
Ｂ
タ
イ
プ
】53・５
㎞

　
（
Ｓ
：
１・５
㎞
、Ｂ
：
42
㎞
、Ｒ
：
10
㎞
）

【
キ
ッ
ズ（
小
学
５・６
年
生
）】８・56
㎞

　
（
Ｓ
：
１
６
０ｍ
、Ｂ
：
６・７
㎞
、Ｒ
：
１・７
㎞
）

▪
募
集
人
数　
　

【
Ａ
タ
イ
プ
】５
０
０
名

　
（
ふ
る
さ
と
納
税
枠
50
名
）

【
Ｂ
タ
イ
プ
】６
０
０
名

　
（
ふ
る
さ
と
納
税
枠
１
０
０
名
）

【
キ
ッ
ズ（
小
学
５・６
年
生
）】40
名

※
Ａ
タ
イ
プ
の
み
Ｊ
Ｔ
Ｕ（
日
本
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ

ン
連
合
）の
ロ
ン
グ
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
エ
イ
ジ
ラ

ン
キ
ン
グ
対
象
大
会
。参
加
に
は
Ｊ
Ｔ
Ｕ
会

員
資
格
が
必
要
。た
だ
し
、市
内
在
住
の
方

は
市
民
優
先
枠
を
適
用

▪
申
込
期
限

　
４
月
17
日（
金
）

▪
申
込

公
式
Ｈ
Ｐ
に
て（
申
込
者
多
数
の
場
合

１
０
０
４
８
７
６

２
０
２
０
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
伊
良
湖
大
会

参
加
選
手
を
募
集
！

は
、抽
選
／
市
内
在
住
者
を
優
先
）

▼
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
伊
良
湖
大
会
運
営
事
務

局（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
）☎
36‐６
８
８
２

▼
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
伊
良
湖
大
会
実
行
委
員

会
事
務
局（
ス
ポ
ー
ツ
課
）☎
23‐３
５
３
１

http://w
w

w
.irago-triathlon.jp/

１
０
０
４
９
１
２

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集　

▪
活
動
内
容

コ
ー
ス（
沿
道
）の
整
理
、エ
イ
ド
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
業
務
な
ど

※
活
動
内
容
や
場
所
に
よ
っ
て
活
動
時
間
が

異
な
り
ま
す

▪
申
込
期
限

　
5
月
22
日（
金
）（
必
着
）

▪
応
募
方
法

　
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、持

参
ま
た
は
郵
送・Ｆ
Ａ
Ｘ・Ｅ
メ
ー
ル
に
て

【
申
込
用
紙
は
ス
ポ
ー
ツ
課
で
配
布
す
る

他
、大
会
Ｈ
Ｐ（http://w

w
w

.irago-
triathlon.jp/

）か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
】

▪
申
込

　

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
伊
良
湖
大
会
実
行
委
員

会
事
務
局（
ス
ポ
ー
ツ
課
）

　
〒
４
４
１‐３
４
９
２（
住
所
不
要
）

　
☎
23‐３
５
３
１

22‐３
８
１
１

　

sports@
city.tahara.aichi.jp

教
育
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
、児
童
・

生
徒
の
教
育
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
や
悩
み
に
つ
い
て
相
談
に
乗
り
、児
童・

生
徒
や
家
庭
を
支
援
す
る
場
所
で
す
。

　

ま
た
、学
校
・
家
庭
・
地
域
や
関
係
機
関

と
連
携
し
、教
育
の
充
実
を
総
合
的
に
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。

▪
教
育・い
じ
め
相
談

　
教
育
相
談
員
が
、電
話・Ｅ
メ
ー
ル・来
室

で
の
ご
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

　
教
育
上
の
心
配
事
は
、ど
ん
な
こ
と
で
も

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◉
開
設
日
時

　
平
日
の
午
前
９
時
30
分
～
午
後
１
時

相
談
電
話
番
号・Ｅ
メ
ー
ル

☎
36‐４
０
１
０

soudan@
city.tahara.aichi.jp

▪
適
応
指
導
教
室「
く
す
の
木
教
室
」

　
学
校
に
登
校
で
き
な
い
児
童・生
徒
お
よ

び
そ
の
保
護
者
を
支
援
し
ま
す
。

◉
開
設
日
時

　
平
日
の
午
前
10
時
～
午
後
３
時

▪
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

　
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
お
よ
び
各
種

検
査
を
行
い
ま

す
。電
話
に
よ
る

予
約
が
必
要
で

す
。

◉
開
設
日
時

火
～
金
曜
日
の
午
前
10
時
～
午
後
４

時
▼
教
育
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

☎
36‐４
７
３
２

（
〒
４
４
１‐３
４
３
２　
野
田
町
籠
田
３
／

ふ
る
さ
と
教
育
セ
ン
タ
ー
内
）

ksupportcenter@
city.tahara.

aichi.jp

（
業
務
時
間：平
日
の
午
前
９
時
30
分
～
午

後
４
時
）

１
０
０
１
１
１
１

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

田
原
市
教
育
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
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▼
部
の
再
編

　

業
務
の
効
率
化
と
働
き
や
す
い
職
場

環
境
を
整
え
る
た
め
、
組
織
機
構
の
見

直
し
を
行
い
ま
し
た
。「
建
設
部
」と「
都

市
整
備
部
」を「
都
市
建
設
部
」に
統
合
し

ま
し
た
。

◆
都
市
建
設
部

　
ま
た
、
令
和
２
年
度
か
ら
下
水
道
事
業

に
つ
い
て
地
方
公
営
企
業
法
の
規
定
を

適
用
す
る
こ
と
に
伴
い
、「
水
道
部
」を

「
上
下
水
道
部
」と
し
ま
し
た
。

◆
上
下
水
道
部

▼
課
の
再
編

　
「
企
画
課
」「
人
口
増
企
画
室
」「
地
域

創
生
課
」
の
３
課
を
統
合
し
「
企
画
課
」

に
、「
財
政
課
」
と
「
契
約
検
査
課
」
を

統
合
し
「
財
政
課
」
と
し
ま
し
た
。

　
4
月
1
日
付
け
の
課
長
級
以
上
の
人
事

異
動
、
新
規
採
用
職
員
お
よ
び
退
職
者
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
な
お
、（　
）
内
は
前
職
名
で
す
。

人
事
異
動
の
ポ
イ
ン
ト

◦
令
和
２
年
度
予
算
編
成
に
掲
げ
ら
れ

た
「
住
ん
で
み
た
い
・
訪
ね
て
み
た
い

ま
ち
づ
く
り
」「
住
み
続
け
た
い
ま
ち

づ
く
り
」
そ
し
て
「
未
来
に
つ
な
が
る

ま
ち
づ
く
り
」の
３
つ
の
重
点
施
策
を

主
眼
に
置
き
、
元
気
な
渥
美
半
島
の
実

現
に
向
け
て
、
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て

施
策
の
推
進
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
人
員
配
置
を
行
い
ま
し
た
。

課
長
級
以
上
の
人
事
異
動

【
部
長
級
】

▽
防
災
局
長・寺
田
昭
一
（
会
計
管
理
者
）

▽
産
業
振
興
部
長
・
鈴
木
隆
広
（
都
市
整

備
部
長
）

▽
都
市
建
設
部
長
・
稲
垣
守
泰
（
都
市
整

備
部
建
築
課
長
）

▽
都
市
建
設
部
建
設
監
・
志
賀
勝
宏
（
建

設
部
建
設
監
）

▽
上
下
水
道
部
長
・
河
邉
功
治（
建
設
部
長
）

▽
教
育
部
長・増
山
禎
之
（
文
化
財
課
長
）

【
次
長
級
】

▽
渥
美
支
所
長・前
川
博
久
（
地
域
課
長
）

▽
会
計
管
理
者・鈴
木
克
広
（
議
事
課
長
）

【
課
長
級
】

▽
東
京
事
務
所
長
（
課
長
級
）・
松
井
茂

明
（
東
京
事
務
所
長
（
主
幹
級
））
▽
財

政
課
主
幹
・
小
久
保
義
則
（
教
育
総
務
課

長
補
佐
）▽
赤
羽
根
市
民
セ
ン
タ
ー
所
長・

宮
本
知
彦
（
営
農
支
援
課
長
補
佐
）
▽
子

育
て
支
援
課
長
・
青
木
護
（
商
工
観
光
課

長
）
▽
子
育
て
支
援
課
保
育
士
長
・
鈴
木

敬
子
（
子
育
て
支
援
課
長
補
佐
）
▽
子
育

て
支
援
課
主
幹
・
小
林
史
子
（
伊
良
湖
岬

保
育
園
長
（
主
幹
級
））
▽
子
育
て
支
援

課
主
幹
・
眞
木
淑
子
（
野
田
保
育
園
長
）

▽
健
康
課
主
幹
・
青
木
実
（
財
政
課
長
補

佐
）
▽
商
工
観
光
課
長
・
杉
浦
清
明
（
地

域
創
生
課
長
）▽
都
市
建
設
部
建
設
課
長・

村
上
知
成
（
建
設
部
建
設
企
画
課
長
）
▽

都
市
建
設
部
建
設
課
主
幹・伊
藤
泰
幸（
健

康
課
主
幹
）
▽
都
市
建
設
部
維
持
管
理
課

長
・
中
神
嘉
彦
（
水
道
部
下
水
道
課
長
）

▽
都
市
建
設
部
街
づ
く
り
推
進
課
長
・
小

久
保
智
宏
（
都
市
整
備
部
街
づ
く
り
推
進

課
長
）
▽
都
市
建
設
部
街
づ
く
り
推
進
課

主
幹
・
大
羽
剛
（
都
市
整
備
部
街
づ
く
り

推
進
課
主
幹
）▽
都
市
建
設
部
建
築
課
長・

令
和
２
年
４
月
１
日
付 

機
構
改
革
お
よ
び

市
職
員
の
人
事
異
動

都市建設部

建設部 都市整備部

街づくり推進課

建設課

建築課

維持管理課

水道部

上下水道部

下水道課

水道課
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石
原
恭
次
（
水
道
部
水
道
課
長
）
▽
都
市

建
設
部
建
築
課
主
幹
・
白
井
淳
司
（
都
市

整
備
部
建
築
課
主
幹
）
▽
上
下
水
道
部
水

道
課
長
・
伊
與
田
広
美
（
建
設
部
建
設
課

長
）
▽
上
下
水
道
部
下
水
道
課
長
・
川
口

容
央
（
契
約
検
査
課
長
）
▽
上
下
水
道
部

下
水
道
課
主
幹
・
鈴
木
敏
恭
（
水
道
部
下

水
道
課
主
幹
）
▽
地
域
課
長
・
鈴
木
雅
也

（
地
域
課
長
補
佐
）
▽
会
計
課
長
・
大
場

幸
司（
田
原
市
社
会
福
祉
協
議
会（
派
遣
））

▽
生
涯
学
習
課
長
・
山
田
正
勝
（
企
業
立

地
推
進
室
長
補
佐
）
▽
文
化
財
課
長
・
天

野
敏
規
（
文
化
財
課
長
補
佐
）

▽
消
防
署
長
・
小
山
光
晴
（
消
防
署
指
揮

隊
長
）
▽
消
防
署
指
揮
隊
長
・
石
井
住
知

（
消
防
署
長
補
佐
）
▽
消
防
署
指
揮
隊
長・

牧
野
浩
（
渥
美
分
署
長
補
佐
）
▽
赤
羽
根

分
署
長
・
小
林
史
明
（
消
防
課
長
補
佐
）

▽
渥
美
分
署
長
・
山
田
基
靖
（
消
防
署
指

揮
隊
長
）

▽
議
事
課
長
・
荒
木
真
智
（
赤
羽
根
市
民

セ
ン
タ
ー
所
長
）
▽
農
業
委
員
会
事
務
局

長
・
河
合
欽
史
（
人
口
増
企
画
室
長
）
▽

田
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
派
遣
）・
伊

藤
敏
和
（
建
設
部
維
持
管
理
課
長
）

新
規
採
用
職
員

▽
学
校
教
育
課
長
補
佐
・
鈴
木
和
美
▽
企

画
課
・
太
田
健
介
▽
総
務
課
・
小
林
直
樹

▽
税
務
課
・
寺
島
英
利
香
▽
市
民
課
・
植

喜
多
柚
生
▽
高
齢
福
祉
課
・
岩
本
光
介
▽

健
康
課
・
鈴
木
祥
加
▽
健
康
課
・
二
宮
保

奈
美
▽
農
政
課
・
小
嶋
泰
河
▽
商
工
観
光

課
・
齋
藤
良
太
▽
維
持
管
理
課
・
大
藤
雅

希
▽
建
築
課
・
國
府
谷
健
太
▽
水
道
課
・

山
田
裕
俊
▽
下
水
道
課
・
小
久
保
諒
哉
▽

教
育
総
務
課・河
合
壯
彦
▽
生
涯
学
習
課・

木
邨
天
香
▽
ス
ポ
ー
ツ
課
・
河
合
莉
穂

▽
第
一
保
育
園
・
河
合
悠
希
▽
中
部
保
育

園
・
彦
坂
由
衣
▽
赤
羽
根
保
育
園
・
藤
原

莉
沙
▽
泉
保
育
園
・
中
原
凜
香
▽
清
田
保

育
園
・
杉
原
沙
季
▽
福
江
保
育
園
・
松
本

真
優
惟
▽
小
中
山
保
育
園
・
小
久
保
奈
々

▽
稲
場
保
育
園
・
森
口
紗
也
加

▽
消
防
署
警
防
第
１
係
・
樅
山
武
蔵
▽
消

防
署
警
防
第
２
係
・
金
田
知
大
▽
消
防
署

警
防
第
３
係
・
垣
智
也
▽
渥
美
分
署
警
防

第
１
係
・
大
橋
弘
治
▽
渥
美
分
署
警
防
第

２
係
・
渡
辺
捺
暉
▽
渥
美
分
署
警
防
第
３

係
・
大
庭
奨
太
郎

退
職
者

▽
防
災
局
長・彦
坂
真
▽
産
業
振
興
部
長・

大
羽
耕
一
▽
水
道
部
長
・
本
多
剛
晴
▽
渥

美
支
所
長
・
永
井
守
彦
▽
教
育
部
長
・
宮

川
裕
之
▽
子
育
て
支
援
課
長
・
河
口
浩
▽

子
育
て
支
援
課
保
育
士
長
・
鈴
木
康
子
▽

建
設
企
画
課
主
幹
・
杉
原
三
高
▽
生
涯
学

習
課
長
・
森
下
錬
▽
会
計
課
長
・
大
場
直

子
▽
農
業
委
員
会
事
務
局
長
・
髙
橋
知
子

▽
収
納
課
長
補
佐
・
松
島
伸
明
▽
子
育
て

支
援
課
長
補
佐
・
鵜
飼
徳
子
▽
学
校
教
育

課
長
補
佐
・
矢
野
正
明
▽
税
務
課
主
査
・

天
野
京
子
▽
市
民
生
活
課
主
査
・
鈴
木
喜

代
▽
市
民
課
・
岡
本
奈
巳
世
▽
生
涯
学
習

課
・
上
代
萌
▽
税
務
課
・
藤
城
彩
那
▽
建

設
企
画
課
・
林
大
介
▽
生
涯
学
習
課
・
河

邉
な
な
み
▽
泉
保
育
園
・
富
田
良
子
▽
中

山
保
育
園
・
千
賀
和
子

▽
中
山
保
育
園
長
・
小
久
保
美
智
子
▽
東

部
保
育
園
・
向
井
未
来
▽
北
部
保
育
園
・

渡
邊
美
里
▽
赤
羽
根
保
育
園
・
神
谷
悠
▽

泉
保
育
園
・
清
田
真
帆
▽
清
田
保
育
園
・

杉
原
梨
華
▽
福
江
保
育
園
・
朽
名
志
織

▽
消
防
署
長
・
岡
本
長
佳
▽
赤
羽
根
分
署

長
・
石
部
勝
久
▽
渥
美
分
署
長
・
牧
野
光

弘派
遣
者

▽
学
校
教
育
課
指
導
主
事・吉
口
昌
宏（
愛

知
県
教
育
委
員
会
）

派
遣
終
了
者

▽
建
設
企
画
課
主
幹
・
山
口
哲
司
（
愛
知

県
）
▽
学
校
教
育
課
指
導
主
事
・
鈴
木
和

美
（
愛
知
県
教
育
委
員
会
）

※ ・ＨＰ=ホームページ／ =市ＨＰでの検索用ページＩＤ
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　イチジク農家の天野亘・千栄子夫妻が第21回全国
果樹技術・経営コンクール農林水産大臣賞を受賞し、
山下市長に報告しました。このコンクールは、生産技
術や経営方式などにおいて他の模範となる先進的な
農業者を表彰するもので、長期安定出荷による高所得
の実現やＪＡの共同選果利用による出荷調整作業の
省力化、農福連携の取り組みなどが評価されました。

未来につなぐ
模範となる先進的な農業

3/6
［金］

持続可能な農業
グローバルＧＡＰを取得

2/25
［火］

　渥美農業高校が、栽培しているミニトマ
トで農業生産工程の国際認証グローバル
ＧＡＰを愛知県内の高校として初めて取
得し、山下市長に報告しました。ＧＡＰは、

「持続可能な農業」に向けて食品安全、環境
保全、労働安全の3本柱に配慮した農業を
実践する活動です。農業科と施設園芸科の
10名が取得に向けて約1年間活動して取
得に至りました。

▲「これからの農業のあり方、経営方針も含めて後継者へ引き継いでほしい」
と激励する山下市長（写真左）と天野夫妻

▲グローバルGAPの認証状を手に山下市長を訪問した渥美農業高校の生徒と鈴木校長
（写真前列左から2番目）

　重点「道の駅」選定授与式が行われ、勢
せ

田
た

中部地方
整備局長から認定証が山下市長に手渡されました。今
回の認定は本市の3つの道の駅が『渥美半島菜の花浪
漫街道「道の駅」ネットワーク』として、サイクリストの受
け入れ拠点・次世代観光の情報発信拠点を目指す取り
組みから、重点「道の駅」に選定されたもので、今後は関
係機関と連携し、さらなる魅力向上を目指します。

道の駅から
国内外へ魅力発進

3/16
［月］

▲「サーフィンやサイクリングなどポテンシャルの高い地域である。さらなる仕掛
けで取り組んでほしい」と証書を手渡す勢田中部地方整備局長（写真右）
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～渥美半島
を元気に！～

元気通信
山下市長の

　昨年末、中国で確認された新型コロ
ナウイルス感染症は、瞬く間に世界中に
拡大し、日本でも感染が広がり、皆さん
の日々の生活にも大きな支障を来して
います。
　特に小・中学生の皆さんにとっては、
一斉休校によって残された学校生活が
突然中断され、卒業式も規模が縮小さ
れるなど、感染拡大を防ぐためとはい
え、本当に悲しい思いをさせてしまいま
した。

　今回の出来事は大変残念でしたが、
「あたりまえ」の日々を過ごせることの
ありがたさを実感することもできました。
　新年度となったこの時季、市民の皆さ
んが、明るい未来に向かい、前へ進むこ
とのできるきっかけとなることを願って
います。

「あたりまえ」のありがたさ

　田原市消防団が日本消防協会定例表彰の中で最高
の栄誉とされる表彰「特別表彰まとい」を受賞しまし
た。これは、全国約2200ある消防団の中から年間10
団に授与されるもので、本市では初の受賞となりま
した。山下市長は、「日頃の市民を守る活動が認めら
れての受賞だと思う。これからもよろしく」と激励し
ました。

市民を守る
消防団の最高表彰

3/６
［金］

▲【写真前左から】鈴木副市長、山下市長、大河団長、中神副団長【写真後
ろ左から】鈴木予防課長、山田消防長、渡會副団長、田中副団長

　田原福祉専門学校で令和元
年度卒業証書授与式が行われ
ました。この日卒業証書を受
け取ったのは19人。2年間の生
活でお世話になった先生や友
人、親たちに感謝の気持ちやこ
れからの目標を伝えました。4
月から介護福祉士として、社会
への第一歩を踏み出す卒業生
たちは希望に満ちていました。

旅立ちの日
決意新たに

3/13
［金］

▲感染予防の中、唯一、マスクを外しての記念撮影で笑顔を見せる卒業生ら
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市民の皆さんからの投 稿 作品をご紹介します！

●みんな、注目！
長年続けているボランティア・市内のお気に入りの風景など

【内容】写真と100文字程度の紹介文　※営利活動は不可
●ごきげんスマイル♪
3歳以下のお子さんの笑顔の写真（応募時点）

【内容】写真とお子さんの氏名（ふりがな）・誕生日
●プラス（ワン）ファミリー
あなたの可愛いペット写真

【内容】写真と名前・種別・年齢

投稿作品 大募集！ あなたのご自慢の作品をお寄せください。広報たはらに関するご意見やご感想も
お待ちしています。 1003251

①投稿作品が採用された方、全員に
②投稿・意見をお寄せいただいた方の中から抽選で

図書カード
プレゼント！

応募方法
テーマ・内容と住所・氏名・年齢・電話番号を記入の
上、Ｅメールまたは郵送にて。応募者多数の場合は、
抽選で掲載します。
※写真はデータの場合、JPEG形式で500ＫＢ～
1.5MＢ。プリントの場合は後日返却します
応募先
広報秘書課☎22-0138
郵便→〒441-3492住所不要
Ｅメール→　  koho@city.tahara.aichi.jp　

広報サポーター
花井 岳晴

　今年も市内東部できれいに咲いた菜の花を見掛
けたのではないでしょうか。実はその菜の花畑の多
くは遊休農地を活用して、育てられています。
　菜の花を栽培・管理しているのは、私たちＮＰＯ法
人田原菜の花エコネットワークです。
　ＮＰＯ法人田原菜の花エコネットワークは、本市
が推進する「菜の花エコプロジェクト」※に取り組ん
でいて、市と協働で遊休農地に菜の花を植え、美し
い農村景観を作り出しています。これは住民の心の
豊かさを生み出し、訪れる人の心を和ませます。
　また、菜種油の生産販売は、地産地消のみならず、資源循環型社会を目指し、子どもから大
人まで世代を超えて引き継ぐ地域づくりに貢献しています。

【主な活動】
●菜の花の栽培
　１～３月にかけてきれいな菜の花が咲くように、種
まきや草刈りなどの作業をしています。
　また、連作障害対策、緑肥として夏にはヒマワリ
を栽培しています。
●菜種の栽培、菜種油の販売
　搾油用の菜種を栽培し、収穫した菜種を搾り、菜
種油を生産・販売しています。道の駅などで購入で
きるので、ぜひ使ってみてください。
●保育園や小学校での環境学習
　保育園・こども園で、ヒマワリ、菜の花の種まき体験を行っています。小学校では、ヒマワ
リ、菜種の種まきに加え、鎌を使っての菜種の刈り取り、電動と手動の搾油機を使用した搾油
体験も行っています。
●イベントでの菜の花エコプロジェクトの普及啓発
　田原市民まつりなどのイベントに出店し、普及啓発を行っています。

　現在、田原菜の花エコネットワークでは、一緒に作業を行う会員を募集しています。興味の
ある方はお問い合わせください。

※菜の花エコプロジェクトとは、本市がたはらエコ・ガーデンシティ構想のもとに推進してい
るプロジェクトの1つで、菜の花を栽培し菜種から油を搾り、油かすは肥料に利用する一方
で、食用に利用した菜種油の廃油を回収して軽油代替燃料などとして再生利用する、菜の花
をキーワードにした資源循環型社会を目指すプロジェクトです

岩瀬 蒼くん

１歳
神戸町

あお

小澤 柚希くん

9カ月
田原町

ゆず  き
井上 葵翔くん

1歳
浦町

あおと

ＮＰＯ法人
田原菜の花
エコネットワーク

☎45-3744
 （火・金曜日 ９：００～１４：００）
　   nanohana-eco@

tees.jp

［投稿者］

▲田原菜の花エコネットワークの皆さん

応募資格●市内在住の18歳以上の方
　※公務員や公職にある方、高校生を除く。
活動内容●次の中から希望するもの
　①市民記者（取材・記事作成）
　②インターネット（SNS）を活用した情報発信
　③イベント・風景などの撮影
募集人員●７名以内
募集期間●4月30日（木）まで（必着）
応募方法●応募用紙に必要事項を記入の上、直接

持参・郵送・Ｅメール・ＦＡＸにて
　※応募用紙は広報秘書課または市ＨＰで入手　
　（任意の様式でも可）
選考方法●意欲などを考慮、市の選考により決定
　（面談あり）
発表●応募者に通知の他、広報紙にも掲載
活動期間●令和３年3月末まで
謝礼●年1万円
▶広報秘書課☎2２-0138　  23-1691
　 koho@city.tahara.aichi.jp

広報サポーター募集！
　「広報たはら」の紙面づくりやＣＡＴＶへの出演、
インターネットを使った情報発信など、市の広報
活動に参加してみませんか？

 1003645

▲紅葉（１２～２月ごろ）

　ハギクソウは、冬季に赤く美しく紅葉
するトウダイグサ科の海浜植物です。渥
美半島のごく一部に自生するこの種は、
絶滅危惧種に指定されています。花は4
月ごろ開花し、冬には葉が紅葉します。
茎の先に葉が密に付いた様子が菊の花
のようであることが名前の由来です。いらごさららパー
クでは、ハギクソウ保全エリアとして管理されています。
現在、花が見頃ですので、ぜひ、お出掛けください。

絶滅危惧種ハギクソウ　

▲花（４～５月ごろ）

▶休暇村伊良湖　いらごさららパーク
　中山町大松上 1　☎３５‐6411

▲搾油体験をする児童

渥美半島を菜の花でいっぱいに
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【内容】写真と100文字程度の紹介文　※営利活動は不可
●ごきげんスマイル♪
3歳以下のお子さんの笑顔の写真（応募時点）

【内容】写真とお子さんの氏名（ふりがな）・誕生日
●プラス（ワン）ファミリー
あなたの可愛いペット写真

【内容】写真と名前・種別・年齢

投稿作品 大募集！ あなたのご自慢の作品をお寄せください。広報たはらに関するご意見やご感想も
お待ちしています。 1003251
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②投稿・意見をお寄せいただいた方の中から抽選で
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プレゼント！
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けたのではないでしょうか。実はその菜の花畑の多
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ある方はお問い合わせください。
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インターネットを使った情報発信など、市の広報
活動に参加してみませんか？
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　ハギクソウは、冬季に赤く美しく紅葉
するトウダイグサ科の海浜植物です。渥
美半島のごく一部に自生するこの種は、
絶滅危惧種に指定されています。花は4
月ごろ開花し、冬には葉が紅葉します。
茎の先に葉が密に付いた様子が菊の花
のようであることが名前の由来です。いらごさららパー
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座
の
開
催

・
地
域
活
動
へ
女
性
の
参
画
を
促
す
た
め

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成

・
事
業
費

　
13
万
円（
上
限
）

●
募
集
期
間

　
４
月
１
日（
水
）～
５
月
29
日（
金
）午
後

５
時
ま
で　
※
必
着

▪
共
通
事
項

●
審
査
方
法

　
書
類
審
査・プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
審
査

●
応
募
方
法

企
画
課
で
配
布
す
る
提
案
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、直
接
ま
た
は
郵
送

に
て
提
出
。用
紙
は
市
Ｈ
Ｐ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可 

１
０
０
１
０
５
８

▪
問
い
合
わ
せ

企
画
課
☎
23-

３
５
０
７

23-

０
６
６
９

 kyoudou@
city.tahara.aichi.jp 

田
原
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

１
０
０
１
０
６
１

shim
inkatsudo@

city.tahara.
aichi.jp

▪
身
近
な
自
治
会
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

　
自
治
会
は
、地
域
に
住
む
皆
さ
ん
が
お
互

い
に
助
け
合
い
、協
力
し
な
が
ら
快
適
な
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
活
動
を
行
う
、誰
も

が
参
加
で
き
る
住
民
の
た
め
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ

団
体
で
す
。

　
田
原
市
地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
連
合
会
で
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
が
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い

地
域
を
目
指
す
た
め
、自
治
会
へ
の
加
入
を

勧
め
て
い
ま
す
。

▪
自
治
会
活
動
っ
て
大
事
？

●
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

　

子
ど
も・高
齢
者

の
見
守
り
や
空

き
巣
被
害
な
ど
の

対
策
は
、個
人
の

意
識
だ
け
で
は
効

果
が
上
が
り
ま
せ

ん
。地
域
が
一
致

団
結
し
て
、安
全
で
住
み
良
い
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

●
災
害
時
の
助
け
合
い

　

大
災
害
が
発
生
し
た
と
き
、行
政
の
助

け
も
す
ぐ
に
は
間
に
合
わ
な
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。い
ざ
と
い
う
時
に
迅
速
な

対
応
が
で
き
る
の
は
自
治
会
の
仲
間
で

す
。

●
お
祭
り
な
ど
の
触
れ
合
い

　

自
分
の
住
ん

で
い
る
地
域

の
人
と
顔
見

知
り
に
な
る

の
は
大
事
な

こ
と
で
す
。地

域
行
事
を
通

じ
交
流
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

●
市
な
ど
か
ら
の
情
報
伝
達

　
市
の
広
報
紙
な
ど
を
自
治
会
が
協
力
し

て
各
家
庭
へ
配
布
し
て
お
り
、暮
ら
し

の
情
報
伝
達
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
近
年
の
少
子
化・高
齢
化
の
進
行
、ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
に
よ
り
、自
治
会

活
動
の
担
い
手
の
確
保
が
困
難
に
な
っ
て

い
る
地
域
も
あ
り
ま
す
。

　
ぜ
ひ
身
近
な
自
治
会
に
加
入
し
て
、地
域

の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
解
決
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、隣
近
所
と
の
ふ
れ
あ
い
の
輪
を
広

げ
、住
み
よ
い
地
域
を
築
き
ま
し
ょ
う
。

▼
総
務
課
☎
23-

３
５
０
４

田
原
市
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
連
合
会◦交流スポーツ大会の様子

◦防犯教室の様子
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▶学校教育課
☎23‐3679

学校生活の
一コマを
紹介

　田原南部小学校では、学習指導要領のキーワード
になっている「主体的・対話的で深い学び」を目指し
て、日々授業に取り組んでいます。特に、主体的な学
びに向かうために大切なことは、「できた」「分かっ
た」という達成感や満足感だと思っています。
　今回は、実際に行われた授業を１つ紹介します。
４年生の理科では、水や空気の体積の変化とそれを
圧し返す力を学びます。それらを理解するために、
透明なパイプを使って学習しますが、その発展とし
て「ペットボトルロケット」を飛ばしました。子ども
たちはグループごとに真剣な表情で遠くに飛ばす
ための工夫を繰り返しました。水と空気の割合を調

節したり、羽根を取り付けたりして、試行錯誤しながら楽しく理解を深めていきました。学習の成果
として、ペットボトルロケットを遠くまで飛ばすことができたときの表情は、まさに授業を楽しむ

「なんぶのよい子」でした。
　これからも、子どもたちと一緒に充実した楽しい授業を作っていこうと思います。

　令和３年度の統合に向けて、泉中学校との生徒同士の交
流を進めています。
　一昨年から行っている合同の合唱祭、長距離走駅伝大
会は３回目を迎えました。毎年、すてきな歌声や精一杯の
力走、熱のこもった応援が見られ、互いに良い刺激を与え
合っています。
　令和元年度の１年生は、３年生のときに一緒になるた
め、お互いをよく知ろうと特別に交流会を設けました。11
月には自己紹介やレクリエーションを行いました。また、
総合的な学習の時間で調べた自分たちの校区のよさ、福祉
学習の成果などそれぞれがまとめたものを相手の学校に
送り、感想を伝える活動も行いました。
　部活動でも野球部が一緒に練習を行い、合同チームとし
て大会に参加しました。
　令和２年度には、お互いの学校・生徒の良さを出し合い
ながら、「新しい赤羽根中学校」の理想像を話し合い、創り
上げていく予定です。交流の機会をさらに増やし、次の年
にスムーズに統合できるようにしていきます。

「授業が楽しい」
なんぶのよい子 田原南部小学校

「統合に向けて」　　
泉中との交流 赤羽根中学校

◦ペットボトルロケットを飛ばす4年生の児童

◦交流会で自己紹介をする生徒たち

◦合同チームで練習をする野球部
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※財源確保のため、有料広告を掲載しています。広告については市が推奨するものではありません。内容については直接広告主へお問い合わせください

募
集

市
民
課
会
計
年
度
任
用
職

員（
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
支
援

事
務
）       

１
０
０
２
６
４
２

募
集
人
員：１
名　
採
用
期
間：５

月
１
日
～
令
和
３
年
３
月
31
日　

勤
務
場
所：市
役
所　
賃
金：月
額

15
万
６
１
５
５
円　

申
込
締
切：

４
月
24
日（
金
）

※
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

▼
市
民
課

☎
23‐３
５
１
１

22‐４
２
７
０

児
童
ク
ラ
ブ・放
課
後
子
ど

も
教
室
指
導
員

１
０
０
３
７
０
３

募
集
人
員：20
名
程
度　
対
象：児

童
の
指
導
に
熱
意
と
理
解
が
あ

り
、
心
身
共
に
健
康
な
方　
採
用

期
間：７
月
21
日
～
８
月
31
日

勤
務
場
所：
市
内
児
童
ク
ラ
ブ
お

よ
び
放
課
後
子
ど
も
教
室（
住
所

地
な
ど
を
考
慮
）　

賃
金：
時
給

９
８
１
円　

申
込
締
切：
５
月
８

日（
金
）

※
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

▼
生
涯
学
習
課

☎
23‐３
６
３
５

22‐３
８
１
１

松
下・柳
町
駐
車
場
利
用
者

場
所：松
下
駐
車
場（
田
原
町
松
下

地
内
）、
柳
町
駐
車
場（
田
原
町
柳

町
地
内
）　
募
集
台
数
／
使
用
料：

表
の
通
り　

利
用
開
始
時
期：
希

望
の
日
か
ら　
申
込：受
付
場
所
、

市
Ｈ
Ｐ
に
あ
る
申
請
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
提
出

▪
受
付
場
所
・
問
い
合
わ
せ
先

【
松
下
・
柳
町
駐
車
場
】

▼
㈱
あ
つ
ま
る
タ
ウ
ン
田
原

☎
24‐２
３
４
５

▼
街
づ
く
り
推
進
課

☎
23‐３
５
３
５

「
田
原
市
生
活
学
校
」会
員

対
象：
暮
ら
し
の
向
上
に
関
心
の

あ
る
市
内
在
住
の
方　

内
容：
省

エ
ネ
対
策
や
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
、

料
理
教
室
な
ど
、
暮
ら
し
を
よ
り

よ
く
す
る
た
め
の
活
動
を
実
施　

会
費：年
額
１
０
０
０
円

▼
商
工
観
光
課

☎
23‐３
５
２
２

22‐３
８
１
７

ジ
ャ
ン
ボ
カ
ボ
チ
ャ

コ
ン
テ
ス
ト　
参
加
者

１
０
０
４
８
９
５

　
９
月
中
旬

に
サ
ン
テ
パ

ル
ク
た
は
ら

で
開
催
さ
れ

る
、育
て
た

カ
ボ
チ
ャ
の

重
さ
を
競
う

コ
ン
テ
ス
ト（
昨
年
の
最
重
量
は

64·

５
㎏
）
に
参
加
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

定
員：
50
名（
先
着
順
）
参
加
料：

１
０
０
円　
配
布
本
数：苗
２
本

配
布
場
所：
田
原
農
業
改
良
普
及

課　
申
込
締
切：５
月
15
日（
金
）

主
催：
田
原
市
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
連
絡

協
議
会

※
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

▼
田
原
農
業
改
良
普
及
課

☎
22‐０
３
８
１

田
原
市
地
域
農
業
再
生
協

議
会
臨
時
職
員

１
０
０
６
８
３
６

募
集
人
員：１
名　
採
用
期
間：５

月
１
日
～
６
月
30
日　

勤
務
場

所：市
役
所　
賃
金：時
給
９
３
０

円　
申
込
締
切：４
月
22
日（
水
）

※
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

▼
農
政
課

☎
23‐３
５
１
７

22‐３
８
１
７

イ
ベ
ン
ト

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
関
連
す
る
イ
ベ
ン
ト
の

中
止・延
期
に
つ
い
て

１
０
０
６
８
５
３

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

関
連
す
る
、
本
市
主
催
イ
ベ
ン
ト

な
ど
の
中
止・延
期
な
ど
に
つ
い
て

は
市
Ｈ
Ｐ
に
一
覧
を
掲
載
し
て
い
ま

す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
健
康
課

☎
23‐３
５
１
５

23‐３
８
１
０

お
し
ら
せ

場所／ HP 台数（先着順） 使用料

松下駐車場
１００3461

約30台 4,180円／月

柳町駐車場
１００3469

約10台 4,180円／月
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課
、
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
市
Ｈ

Ｐ
に
あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、直
接
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て

▼
地
域
福
祉
課

☎
23‐３
６
９
７

23‐３
５
４
５

講
座

渡
辺
崋
山
を
知
る
た
め
に

日
時：
４
月
11
日（
土
）午
前
８
時

45
分
～
９
時
30
分　

場
所：
崋
山

会
館　

内
容：
渡
辺
崋
山
の
言
葉

５　

講
師：
崋
山
・
史
学
研
究
会

員 

鈴
木
利
昌　
受
講
料：無
料

申
込：当
日
、
受
付
に
て

▼
田
原
市
博
物
館

☎
22‐１
７
２
０

22‐２
０
２
８

こ
い
の
ぼ
り
キ
ャ
ン
プ

１
０
０
６
８
６
８

対
象：
豊
橋
市
・
田
原
市
の
小
学

４
～
６
年
生　

日
時：
４
月
26
日

（
日
）午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

場
所：
江
比
間
野
外
活
動
セ
ン

タ
ー　

内
容：
豊
か
な
自
然
の
中

で
キ
ャ
ン
プ
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
一

緒
に
、昼
食
作
り
や
、レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
を
す
る
楽
し
い
デ
イ
キ
ャ

ン
プ　

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー：
愛
知
野

外
活
動
協
会　

定
員：
40
名　

参

加
料：
５
０
０
円　

申
込：
４
月
７

農
業
祭　
　

１
０
０
６
１
５
５

日
時：
４
月
29
日（
水・
祝
）午
前

９
時
30
分
～　
場
所：
サ
ン
テ
パ

ル
ク
た
は
ら　

内
容：
地
元
産
の

新
鮮
な
農
産
物
や
花
木
の
販
売
、

模
擬
店
、
餅
投

げ
な
ど　

そ
の

他：
友
好
都
市

宮
田
村
の
物
産

展
も
開
催

▼
サ
ン
テ
パ
ル
ク
た
は
ら

☎
25‐１
２
３
４

25‐１
２
３
５

講
座

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

１
０
０
４
８
７
２

対
象：
市
内
在
住・
在
勤・
在
学
の

方　

日
時：
５
月
７
日
～
令
和
３

年
３
月
18
日（
毎
週
木
曜
日
）
午

後
６
時
30
分
～
８
時
30
分　

場

所：市
役
所
他　
内
容：手
話
で
伝

え
合
う
楽
し
さ
を
知
り
、
地
域
の

ろ
う
者
と
手
話
で
日
常
会
話
が
で

き
る
よ
う
に
学
ぶ　

受
講
料：
無

料（
別
途
、必
要
な
方
の
み
テ
キ
ス

ト
代
３
３
０
０
円
）　
定
員：20
名

（
抽
選
）　

申
込：
４
月
28
日（
火
）

ま
で
に
電
話
ま
た
は
地
域
福
祉

日（
火
）～
16
日（
木
）の
期
間
に
電

話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場

合
は
、
住
所
・
氏
名
・
学
年
・
電

話
番
号・保
護
者
名・ア
レ
ル
ギ
ー

の
有
無
を
明
記
）

▼
生
涯
学
習
課（
江
比
間
野
外
活

動
セ
ン
タ
ー
）

☎
37‐１
０
２
５

37‐１
２
８
７

介
護
職
員
初
任
者
研
修

１
０
０
４
７
６
５

対
象：
全
日
程
を
受
講
で
き
る
方

で
、
義
務
教
育
を
修
了
し
た
方　

日
時：
５
月
30
日
～
11
月
21
日
の

期
間
の
金
・
土
・
日
曜
日　
場
所：

田
原
福
祉
専
門
学
校　

内
容：
在

宅
、
施
設
を
問
わ
ず
、
介
護
に
携

わ
る
人
が
身
に
付
け
て
お
く
べ
き

基
本
的
な
知
識
や
技
術
を
学
ぶ

定
員：
40
名（
抽
選
）　

受
講
料：

４
万
円（
東
三
河
広
域
連
合
介
護

職
員
初
任
者
研
修
受
講
支
援
制
度

あ
り
／
補
助
金
上
限
３
万
円
）／

テ
キ
ス
ト
代
別
途　

申
込：
５
月

15
日（
金
）ま
で
に
田
原
福
祉
専
門

学
校
、高
齢
福
祉
課
、市・
学
校
Ｈ

Ｐ
に
あ
る
受
講
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、直
接・Ｆ
Ａ
Ｘ
に

て▼
田
原
福
祉
専
門
学
校

☎
22‐３
９
３
９

22‐７
３
４
０

http://w
w

w
.tchs.ac.jp/

春
の
汐
川
干
潟
自
然
観
察
会

１
０
０
４
８
９
３

対
象：
ど
な
た
で
も
（
中
学
生
以

下
は
保
護
者
同
伴
）　
日
時：５
月

24
日（
日
）午
前
10
時
～
正
午　
場

所：汐
川
干
潟（
豊
橋
市
杉
山
町
）

内
容：
豊
橋
市
と
共
同
で
野
鳥
や

干
潟
の
生
き
物
の
観
察
会　

講

師：
藤
岡
純
治
氏
・
エ
リ
子
氏　

定
員：50
名（
抽
選
）　
参
加
料：無

料　
持
ち
物：長
靴
、
ス
コ
ッ
プ
、

タ
オ
ル
、
帽
子
、
飲
み
物
、
筆
記

用
具　

申
込：
４
月
24
日（
金
）ま

で
に
、
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
は
が
き

に
て（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
は
が
き
の
場
合

は
、
代
表
者
の
郵
便
番
号
・
住

所
・
電
話
番
号
と
参
加
者
全
員
の

氏
名
・
ふ
り
が
な
・
年
齢
を
明
記
）

▼
豊
橋
市
環
境
保
全
課

（
〒
４
４
０‐８
５
０
１ 

住
所
不
要
）

☎（
０
５
３
２
）51‐２
３
８
６

（
０
５
３
２
）56‐５
５
７
７

※掲載内容は新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、変更する場合があります

広報たはら  令和2年4月│    │21

おしらせ INFORMATION ※ ・ＨＰ=ホームページ／ =市ＨＰでの検索用ページＩＤ／市役所への郵送は【〒441-3492　住所不要】



東
三
河
生
涯
学
習
連
携
講
座

１
０
０
１
１
２
７

対
象：
全
４
回
参
加
で
き
る
方
で

東
三
河
在
住
・
在
勤
の
方
優
先

講
座
名：
再
発
見
！
東
三
河
の
宝
‐

春
編‐　

日
時
／
テ
ー
マ
／
場
所

（
現
地
集
合・解
散
）：表
の
通
り

定
員：各
50
名（
抽
選
）　
受
講
料：

無
料　

申
込：
４
月
23
日（
木
）ま

で
に
電
話
に
て

▼
ふ
る
さ
と
教
育
セ
ン
タ
ー

☎
36‐６
６
１
４

36‐６
９
７
０

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は
教
室
名
・
参

加
者
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
を

明
記
）

※
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

▼
生
涯
学
習
課

☎
23‐３
６
３
５

22‐３
８
１
１

市
民
カ
レ
ッ
ジ

１
０
０
１
１
２
７

教
室
名
／
日
時
：
表
の
通
り　
場

所：田
原
文
化
会
館
他　
定
員：各

10
名（
抽
選
）　

申
込：
開
講
２
週

間
前
ま
で
に
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て

日時 テーマ（場所）
5／8金
10：00～12：00

田原の文化財めぐり―田原城の秘密をさぐる
（田原市 三河田原駅集合）

5／22金
10：00～12：00

ジオツアー in蒲郡～西浦半島のなりたちを探る～
（蒲郡市 西浦半島）

5／29金
11：00～13：00

設楽城砦めぐり
（設楽町 田峯城周辺）

6／12金
9：30～12：00

長篠城の歴史と地質・地形のおもしろい関係
（新城市 長篠城址周辺）

教室名（受講料／材料費） 日時

はじめての編み物講座（1,200円／5,000円） 初回：4／23（全6回）10：00～12：00

女性のこころと身体を整えるアロマセラピー
（600円／3,800円） 初回：5／28（全3回）19：30～21：00

縫わないがま口・ポーチ（1,000円／毎回1,500円） 初回：5／20（全5回）13：00～15：00

ワイヤーバッグ作り（600円／10,000円） 初回：5／28（全3回）13：00～15：30

簡単つまみ細工（1,000円／毎回1,500円～） 初回：5／19（全5回）10：00～12：00

お花とロウでワックスアート（600円／毎回1,800円） 初回：5／19（全3回）10：30～12：00

親子でアロマ・優しい時間（600円／3,800円） 初回：５／13（全3回）10：30～12：00

あかちゃんとの楽しいふれあいタイム（1,000円／7００円） 初回：5／15（全5回）10：00～11：00

日時＝５月４日月・祝 午前９時３０分
～午後３時
場所＝サンテパルクたはら
内容＝「わたしたちの花畑」作品展
示、フラワー教室、用土・花苗など
の販売他
❖参加者募集

【フラワー教室】
内容は表の通り／完
成作品は持ち帰り
申込＝４月30日（木）までに電話・Ｆ
ＡＸにて

（ＦＡＸの場合は、氏名・電話番号・教
室名・時間・容器の有無を明記）
▶街づくり推進課
☎23‐３５２４ 22‐３８１１

第 17 回市民緑花まつり							              １００3556

教室名 時間 参加料 定員
ハンギングバスケット教室

（ドーナツバスケット）
講師 ▼ガーデリア・ジジ

 9：30～10：00
2,000円
※容器持参の方
は1,000円

15名
（先着順）

ハンギングバスケット教室
（スリットバスケット）
講師 ▼ガーデリア・ジジ

12：30～13：30
2,000円
※容器持参の方
は1,000円

10名
（先着順）

コンテナガーデン教室
（寄せ植え）
講師 ▼笹木里美

10：10～10：40
800円 各12名

（先着順）
13：30～14：00

生花のミニアレンジメント教室
講師 ▼荒木英理

10：00～10：40

1,000円 各10名
（先着順）12：00～12：40

13：20～14：00

※持参する容器は、これまでの市民緑花まつりのハンギングバスケット教室で使用したものに限り
ます

令和2年4月  広報たはら │    │22
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空
き
家
や
不
動
産
で
お
困
り

の
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い

１
０
０
６
１
４
１

１
０
０
６
５
０
７

▪
空
き
家
問
題 
行
政
書
士
無
料

相
談
会

時
間：
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30

分　

内
容：
土
地
利
用
、
相
続
な

ど
の
空
き
家
問
題
に
行
政
書
士
が

解
決
の
た
め
の
方
向
性
な
ど
を
助

言
／
相
談
日
の
３
日
前
ま
で
に
申

し
込
み（
要
事
前
予
約
）

▪
不
動
産
無
料
相
談
会

時
間：午
後
１
時
～
４
時　
内
容：

不
動
産
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て

宅
地
建
物
取
引
士
が
解
決
の
た
め

の
方
向
性
な
ど
を
助
言

▪
共
通
事
項

期
日
／
場
所：
表
の
通
り　

相
談

料：無
料　
申
込：電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は
氏
名
・

住
所
・
電
話
番
号
を
明
記
）

※
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

▼
建
築
課

☎
23‐３
６
８
４

22‐３
８
１
１

消
費
生
活
出
前
講
座

１
０
０
１
０
４
８

内
容：
①
消
費
生
活
相
談
員
に
よ

る
悪
質
商
法
の
事
例
と
対
処
法
な

ど
②
落
語
家
・
漫
談
家
に
よ
る
悪

質
商
法
の
注
意
点　

対
象：
①
少

人
数
で
も
可
②
20
名
以
上
の
団
体

日
時：
原
則
と
し
て
平
日
の
午
前

10
時
～
午
後
3
時
で
①
30
分
～
１

時
間
30
分
②
１
時
間　

場
所：
申

込
者
が
用
意　

受
講
料：
無
料　

申
込：
商
工
観
光
課
、
市
Ｈ
Ｐ
に

あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
直
接
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
／
締

め
切
り
は
、
開
催
日
の
１
カ
月
前

▼
商
工
観
光
課

☎
23‐３
５
２
２

22‐３
８
１
７

生
活

耐
震
改
修
費
に

最
大
１
４
０
万
円
補
助
金

１
０
０
０
９
２
９

▪
木
造
住
宅
無
料
耐
震
診
断

　
現
在
お
住
ま
い
の
木
造
住
宅
が

地
震
に
強
い
か
ど
う
か
を
無
料
で

診
断
し
ま
す
。（
昭
和
56
年
5
月

以
前
に
建
築
さ
れ
た
も
の
に
限

る
）

▪
木
造
住
宅
耐
震
改
修
費
助
成

　
無
料
耐
震
診
断
で
、
結
果
が
安

全
で
な
い
と
診
断
さ
れ
た
住
宅
の

補
強
設
計
お
よ
び
補
強
工
事
を
行

う
場
合
に
、
最
大
１
４
０
万
円
を

補
助
し
ま
す
。

▪
木
造
住
宅
解
体
工
事
費
助
成

　
無
料
耐
震
診
断
で
、
結
果
が
倒

壊
す
る
可
能
性
が
高
い
と
診
断
さ

れ
た
住
宅
を
解
体
す
る
場
合
に
、

最
大
20
万
円
を
補
助
し
ま
す
。

▪
簡
易
耐
震
対
策
費
助
成

　
無
料
耐
震
診
断
で
、
結
果
が
安

全
で
な
い
と
診
断
さ
れ
た
住
宅
に

高
齢
者
や
障
害
者
が
い
る
場
合
、

屋
根
の
軽
量
化
や
、
防
災
ベ
ッ
ド

の
設
置
な
ど
、
住
ん
で
い
る
人
が

安
全
に
な
る
よ
う
な
対
策
に
最
大

期日 場所（上段：行政書士相談 下段：不動産相談）

4／16木 田原福祉センター １階 相談室1・３
田原福祉センター １階 相談室２

5／21木 田原福祉センター １階 相談室1・３
田原福祉センター １階 相談室2

6／18木 田原福祉センター １階 相談室1・３
田原福祉センター １階 相談室２

7／16木 田原福祉センター １階 相談室1・３
田原福祉センター １階 相談室2

30
万
円
を
補
助
し
ま
す
。

▪
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
耐
震
対
策
助
成

　

道
路
ま
た
は
避
難
地
に
面
し
、

地
震
発
生
時
に
お
け
る
倒
壊
ま
た

は
転
倒
の
危
険
性
の
あ
る
ブ
ロ
ッ

ク
塀
な
ど
の
撤
去
に
最
大
10
万

円
、
改
修
や
建
て
替
え
に
最
大

30
万
円
を
補
助
し
ま
す
。

※
補
助
を
受
け
る
に
は
、
事
前
に

手
続
き
が
必
要
で
す
。
詳
細
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

▼
建
築
課

☎
23‐３
５
２
６

22‐３
８
１
１

中
小
企
業
者
総
合
支
援
事
業

補
助
金　
　

１
０
０
４
８
７
０

　
市
内
の
中
小
企
業
者
を
総
合
的

に
支
援
し
、
創
業
の
促
進
、
産
業

の
裾
野
拡
大
、
空
き
店
舗
解
消
に

つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
補

助
金
で
す
。

補
助
額：
対
象
経
費
の
２
分
の
１

以
内
（
上
限
額
：
各
50
万
円
）

▪
創
業
支
援

対
象：
特
定
創
業
支
援
の
認
定
を

受
け
た
方
、
ま
た
は
経
営
改
革
計

画
の
承
認
を
受
け
た
方　
対
象
経

費：
備
品
購
入
費
（
１
つ
10
万
円

以
上
で
、リ
ー
ス
品
な
ど
を
除
く
）

▪
出
店
促
進
支
援

対
象：
市
内
の
空
き
店
舗
を
賃
借

ま
た
は
購
入
し
て
小
売
業
、
飲
食

業
な
ど
を
開
業
す
る
方　
対
象
経

費：内
装
・
外
装
・
設
備
工
事
費

▪
６
次
産
業
化
等
促
進
支
援

対
象：
農
畜
水
産
事
業
者
お
よ
び

市
内
で
生
産
さ
れ
た
農
畜
水
産
物

を
活
用
し
た
事
業
を
実
施
す
る
方

対
象
経
費：
開
発
費
、
広
告
宣
伝

費
、
展
示
会
出
店
費
な
ど

▪
事
業
承
継
支
援

対
象：
事
業
の
承
継
を
検
討
中
の

個
人
事
業
主
、中
小
企
業
者
な
ど

対
象
経
費：コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト・専
門

家
な
ど
に
よ
る
計
画
書
の
作
成
費

用
、マッ
チ
ン
グ
登
録
手
数
料

※
申
請
方
法
な
ど
、
詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

▼
商
工
観
光
課

☎
23‐３
５
２
２

22‐３
８
１
７

※掲載内容は新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、変更する場合があります
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狂
犬
病
予
防
注
射（
集
合
注
射
）

１
０
０
４
８
６
２

対
象：犬
を
飼
わ
れ
て
い
る
方

◦
注
意
事
項

　

①
～
③
は
、
令
和
３
年
３
月
３１

日
ま
で
に
工
事
お
よ
び
工
事
代
金
の

支
払
い
な
ど
の
完
了
が
必
要

畜
産
事
業
を
営
む
方
は「
悪

臭
関
係
工
場
等
の
届
出
」を

１
０
０
４
８
６
６

　
愛
知
県
の
条
例
で
対
象
と
な
る

畜
産
事
業
者
は
、悪
臭
関
係
工
場

等
の
届
出
を
毎
年
、４
月
中
に
行

う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

対
象：
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
事
業
所
①
豚
房
の
総
面
積
が

50
㎡
以
上
②
牛
房
の
総
面
積
が

２
０
０
㎡
以
上
③
鶏
を
３
０
０
０

羽
以
上
飼
育
④
ウ
ズ
ラ
を
２
万
羽

以
上
飼
育　

提
出
期
限：
４
月
30

日（
木
）

※
対
象
事
業
所
に
は
、通
知
と
届

出
書
を
郵
送
済
み
。届
い
て
い
な

い
場
合
は
、ご
連
絡
く
だ
さ
い

▼
環
境
政
策
課

☎
23‐３
５
４
１

23‐１
８
３
２

環
境
保
全
補
助
金
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

対
象：
環
境
保
全
事
業
に
取
り
組

む
市
民
や
事
業
者　

手
続
き：
事

前（
申
請
・
契
約
前
）に
制
度
の
詳

細
を
各
担
当
課
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
補
助
要
綱
や
申
請
様

式
は
、
市
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

料
金：
新
規
登
録
と
注
射
は

６
５
０
０
円
、
注
射
の
み
の
場
合

は
３
５
０
０
円

▪
す
で
に
犬
を
登
録
し
て
い
る
方

　

３
月
末
に
届
い
た
通
知（
は
が

き
）と
、
愛
犬
手
帳
を
注
射
会
場

へ
忘
れ
ず
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▪
新
た
に
犬
を
飼
わ
れ
た
方

　
新
た
に
生
後
91
日
以
上
の
犬
を

飼
わ
れ
た
方
は
、
注
射
会
場
で
登

録
と
注
射
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
犬
を
譲
り
受
け
た
場
合

な
ど
は
、
他
市
町
村
で
登
録
を
し

て
い
る
場
合
が
あ
る
の
で
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。（
犬
の
登

録
は
生
涯
で
一
度
だ
け
で
す
）

▪
表
の
日
程
で
は
都
合
が
悪
い
方

　
「
犬
の
登
録
」と「
年
に
1
度
の

狂
犬
病
予
防
注

射
」は
、
狂
犬
病

予
防
法
に
よ
り
義

務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
今
回
都
合
の
悪
い
方
は
、

６
月
30
日（
火
）ま
で
に
必
ず
動
物

病
院
で
注
射
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
環
境
政
策
課

☎
23‐７
４
０
１

23‐１
８
３
２

補助金名 補助額（予算範囲内） 申請時期 担当課

① 排水設備工事費
融資あっせん制度

融資を受ける場合の金融機関への利息を市が負
担　※借入上限額 100 万円

工事着手前

▼下水道課
①について
☎23-3525
②について
☎23-3571

②
浄化槽設置整備
事業補助金

（合併処理浄化槽）

設置費× 1/2　※上限額は下記の通り
・５ 人槽
・７ 人槽
・10 人槽以上

33 万 2,000 円
41 万 4,000 円
54 万 8,000 円

③ 公害防除施設等
整備事業補助金 施設設置費× 15/100　※上限額 200 万円

▼環境政策課
☎23-3541

④ 住宅用地球温暖化対
策設備設置費補助金

補助対象金額× 1/4 　※上限額は下記の通り
・家庭用燃料電池システム　　　　　  10 万円
・定置用リチウムイオン蓄電システム  10 万円
・電気自動車等充給電設備　　　　　　 5 万円

⑤ 生ごみ処理容器等
設置事業補助金

１世帯当たり A・B いずれかを購入する場合の
補助金額は購入額× 1/2 ※上限額は下記の通り
Ａ 生ごみ処理容器 （2 基まで）

（市内で購入時）3,500 円／基
（市外で購入時）3,000 円／基
Ｂ 電気生ごみ処理機（1 台まで）

（市内で購入時）3 万円／台
（市外で購入時）2 万円／台
（本補助金を受けて設置し、Ａは５年以上、Ｂは７
年以上経過したもので、故障などで使用不可にな
った場合は、再度申請可）

商品の支払いが
完了した日から
当該年度の3月
31日まで

▼廃棄物対策課
☎23-3538

（① 1001012）（②、③ 1000905）（④ 1006138）（⑤ 1000863）※予算がなくなり次第、受付終了

開催日 時間 場所

4／6月

13：00～13：40 童浦市民館

14：00～14：30 田原文化会館
第１駐車場

14：50～15：30 衣笠市民館

4／7火
13：00～13：30 六連市民館
13：50～14：20 田原東部市民館
14：40～15：20 神戸市民館

4／8水
13：00～13：40 若戸市民館
14：00～14：40 赤羽根市民館

4／9木
13：00～13：30 田原南部市民館
13：50～14：20 高松市民館
14：40～15：10 大草市民館

4／10金
13：00～13：30 村松農業担い手

センター
13：50～14：20 泉市民館
14：40～15：20 野田市民館

4／13月
13：30～14：10 福江市民館
14：30～15：10 清田市民館

開催日 時間 場所

4／14火
13：30～14：00 西山公民館
14：20～15：00 伊良湖市民館

4／15水
13：30～14：20 中山市民館
14：40～15：20 小中山総合会館

4／16木
13：30～14：10 和地市民館
14：30～15：10 堀切市民館

※都合の良い会場で受けてください

令和2年4月  広報たはら │    │24
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高
校
生
な
ど
の
入
院
医
療
費

の
助
成
を
開
始
し
ま
す

１
０
０
１
１
６
１

　
４
月
１
日
か
ら
子
ど
も
医
療
に

お
い
て
、
高
校
生
な
ど（
就
労
者

可
）が
入
院
し
た
場
合
の
医
療
費

の
助
成
を
開
始
し
ま
す
。

　

助
成
方
法
は
事
後
申
請
と
し
、

申
請
者
は
原
則
と
し
て
保
護
者
の

方
と
し
ま
す
が
、
保
護
者
が
い
な

い
方
は
、
本
人
に
よ
る
申
請
も
可

能
で
す
。

対
象：
満
18
歳
に
達
し
た
最
初
の

３
月
31
日
ま
で
の
方　

持
ち
物：

①
領
収
書
②
振
込
み
先
の
口
座
番

号
が
分
か
る
も
の
③
認
め
印
④
保

険
証　
受
付
場
所：保
険
年
金
課
、

赤
羽
根
市
民
セ
ン
タ
ー
、
渥
美
支

所　▼
保
険
年
金
課

☎
23‐３
５
１
４

23‐４
２
７
０

国
民
健
康
保
険
へ
の
届
け
出

を
お
忘
れ
な
く 

１
０
０
３
６
０
３

１
０
０
３
６
０
４      

▪
国
民
健
康
保
険
か
ら
新
し
い
保

険
に
変
わ
っ
た
方　

　
就
職
や
結
婚
な
ど
に
よ
り
、本
市

の
国
民
健
康
保
険
か
ら
新
し
い
保

険
に
変
わ
っ
た
方
は
、国
民
健
康
保

険
の
喪
失
の
届
け
出
が
必
要
で
す
。

持
ち
物：
①
国
民
健
康
保
険
の
保

険
証
②
新
し
い
保
険
証
③
個
人
番

号
が
分
か
る
も
の（
い
ず
れ
も
喪

失
す
る
方
全
員
の
も
の
）④
認
め

印（
世
帯
主
以
外
が
届
け
出
を
行

う
場
合
）⑤
本
人
確
認
が
で
き
る

も
の（
運
転
免
許
証
な
ど
）

▪
離
職
な
ど
に
よ
り
現
在
ど
の
健

康
保
険
に
も
加
入
さ
れ
て
い
な
い
方

　
国
民
健
康
保
険
へ
の
加
入
が
必

要
で
す
。

持
ち
物：
①
健
康
保
険
の
資
格
喪

失
を
証
明
し
た
も
の（
喪
失
連
絡

票
な
ど
）②
個
人
番
号
が
分
か
る

も
の
③
認
め
印（
世
帯
主
以
外
が

届
け
出
を
行
う
場
合
）④
本
人
確

認
が
で
き
る
も
の（
運
転
免
許
証

な
ど
）

▼
保
険
年
金
課

☎
23‐２
１
４
９

23‐０
１
８
０

愛
知
県
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
の
協
定
保
養
所
利
用
助
成

事
業　
　
　

１
０
０
１
１
６
２

対
象：
愛
知
県
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
被
保
険
者　

期
限：
令
和
３

年
３
月
31
日　
施
設：表
の
通
り

内
容：
協
定
保
養
所
宿
泊
時
、
１

名
１
泊
当
た
り
１
０
０
０
円
助
成

（
期
間
中
、全
保
養
所
合
わ
せ
て
４

泊
ま
で
助
成
）　
利
用
方
法：協
定

保
養
所
へ
申
し
込
み
時
に
被
保
険

者
で
あ
る
旨
を
伝
え
る
と
精
算
時

に
助
成　

持
ち
物：
後
期
高
齢
者

医
療
の
保
険
証（
宿
泊
当
日
提
示

が
必
要
）、
利
用
カ
ー
ド（
初
回
利

用
時
に
協
定
保
養
所
に
て
交
付
）

▼
愛
知
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
給
付
課

☎（
０
５
２
）９
５
５‐１
２
０
５

離
婚
時
の
年
金
分
割
制
度
に

つ
い
て　

     

１
０
０
０
８
３
５

　
厚
生
年
金
に
加
入
さ
れ
て
い
た

配
偶
者
の
方
に
扶
養
さ
れ
て
い
た

方
が
離
婚
し
た
場
合
、
お
二
人
の

婚
姻
期
間
に
つ
い
て
、
厚
生
年
金

の
支
給
額
の
計
算
の
基
と
な
る
報

酬
額
を
分
割
し
て
、
年
金
額
を
お

二
人
で
分
割
で
き
ま
す
。

対
象：
離
婚
後
２
年
以
内
の
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
の
配
偶
者
の
扶
養
に
な
っ

て
い
た
方　

届
出
期
限：
離
婚
後

２
年
以
内　
費
用：無
料　
申
込：

豊
橋
年
金
事
務
所　

持
ち
物：
年

金
手
帳（
基
礎
年
金
番
号
の
分
か

る
も
の
）、
認
め
印

▼
豊
橋
年
金
事
務
所

☎（
０
５
３
２
）33‐４
１
１
１

▼
保
険
年
金
課

☎
23‐２
１
４
９

23‐０
１
８
０

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付

に
係
る
夜
間
窓
口
の
開
設

　

     

１
０
０
２
６
４
２

　
４
月
か
ら
予
約
制
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
交
付
用
夜
間
窓
口
を

開
設
し
ま
す
。
ご
利
用
さ
れ
る
方

は
必
ず
前
日
ま
で
に
電
話
予
約
し

た
後
、
来
庁
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
こ
の
時
間
帯
に
行
う
業
務
は

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
事
務

の
み
で
す
。

対
象：
電
話
予
約
さ
れ
た
方　

日

時：
毎
週
木
曜
日（
休
日
は
除
く
）

午
後
５
時
15
分
～
７
時
15
分　
場

所：市
民
課

▪
電
子
証
明
書
の
更
新
手
続
の
混

雑
緩
和
の
お
願
い

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
搭
載

さ
れ
て
い
る
電
子
証
明
書
の
有
効

期
限
到
来
に
伴
う
更
新
手
続
で
来

庁
さ
れ
る
場
合
は
、
窓
口
の
混
雑

が
予
想
さ
れ
る
午
前
中
は
な
る
べ

く
避
け
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

▼
市
民
課

☎
23‐３
５
１
１

23‐４
２
７
０

所在地 協定保養所名 問い合わせ先

田原市 シーサイド伊良湖 ☎（0531）35‐1151

蒲郡市 サンヒルズ三河湾 ☎（0533）68‐4696

豊田市 豊田市百年草 ☎（0565）62‐0100

江南市 すいとぴあ江南 ☎（0587）53‐5555

桑名市 温泉ホーム松ケ島 ☎（0594）42‐3330

東浦町 あいち健康の森
プラザホテル ☎（0562）82‐0211

※掲載内容は新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、変更する場合があります
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都
市
再
生
整
備
計
画
事
業

（
福
江・清
田
地
区
）の
事
後

評
価
シ
ー
ト
の
公
表

１
０
０
６
７
９
１

　

福
江
・
清
田
地
区
に
て
、
平
成

26
～
30
年
度
に
行
っ
た
都
市
再
生
整

備
計
画
事
業
の
事
後
評
価
を
実
施

し
ま
し
た
。
事
後
評
価
の
内
容
は
、

市
Ｈ
Ｐ
で
公
表
し
て
い
ま
す
。

※
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

▼
街
づ
く
り
推
進
課

☎
23‐３
５
２
３

22‐３
８
１
１

東
三
河
都
市
計
画
の
変
更・

決
定
に
つ
い
て

１
０
０
１
５
０
２

　
田
原
赤
羽
根
土
地
区
画
整
理
事

業
の
進
捗
に
伴
う
都
市
計
画
お
よ

び
建
築
基
準
法
の一部
改
正
に
伴
う

都
市
計
画
に
つ
い
て
、
４
月
１
日
付

け
で
変
更
お
よ
び
決
定
し
ま
し
た
。

◦
東
三
河
都
市
計
画
用
途
地
域
の

変
更

◦
東
三
河
都
市
計
画
田
原
赤
羽
根

地
区
計
画
の
決
定

◦
東
三
河
都
市
計
画
高
度
利
用
地

区
の
変
更

▼
街
づ
く
り
推
進
課

戦
没
者
な
ど
の
遺
族
に
対

す
る
第
11
回
特
別
弔
慰
金

１
０
０
６
８
４
２

　

４
月
１
日
か
ら
、「
恩
給
法
に

よ
る
公
務
扶
助
料
」「
戦
傷
病
者
戦

没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
遺
族

年
金
」な
ど
を
受
け
る
方（
戦
没
者

の
妻
や
父
母
な
ど
）が
い
な
い
場

合
に
、
次
の
順
番
で
ご
遺
族
お
一

人
に
特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま

す
。

対
象：
次
の
い
ず
れ
か
①
令
和
２

年
４
月
１
日
ま
で
に
戦
傷
病
者
戦

没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
弔
慰

金
の
受
給
権
を
取
得
し
た
方
②
戦

没
者
な
ど
の
子
③
戦
没
者
な
ど
の

父
母
、
孫
、
祖
父
母
、
兄
弟
姉
妹

④
①
～
③
以
外
の
戦
没
者
な
ど
の

三
親
等
内
の
親
族　

支
給
内
容：

25
万
円（
５
年
償
還
の
記
名
国
債
）

請
求
期
限：令
和
５
年
３
月
31
日

※
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

※
８
月
以
降
、
田
原
・
赤
羽
根
・

渥
美
で
受
付
会
場
を
設
置
予
定
で

す
の
で
、
近
隣
の
受
付
会
場
へ
お

越
し
く
だ
さ
い

▼
地
域
福
祉
課

☎
23‐３
５
１
２

23‐３
５
４
５

田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
あ
つ

み
ラ
イ
フ
ラ
ン
ド
入
浴
施
設

利
用
中
止　

１
０
０
１
２
０
８

　

４
月
か
ら
田
原
福
祉
セ
ン

タ
ー・
あ
つ
み
ラ
イ
フ
ラ
ン
ド
内

に
あ
る
入
浴
施
設
は
利
用
中
止
に

な
り
ま
す
。
ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▼
地
域
福
祉
課
☎
23‐３
５
１
２

▼
あ
つ
み
ラ
イ
フ
ラ
ン
ド

☎
33‐０
３
８
６

ふ
れ
あ
い
相
談
セ
ン
タ
ー

の
休
日
変
更

　
４
月
か
ら
ふ
れ
あ
い
相
談
セ
ン

タ
ー
の
休
日
が
変
わ
り
ま
す
。

休
日：表
の
通
り　
変
更
期
日：４

月
１
日

▼
田
原
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
23‐３
０
０
９

23‐３
９
７
０

☎
23‐３
５
３
５

22‐３
８
１
１

田
原
市
立
地
適
正
化
計
画

を
策
定
し
ま
し
た１

０
０
５
９
４
３

　
本
計
画
は
、「
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ・

プ
ラ
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」の
考
え

方
に
基
づ
き
、
居
住
を
誘
導
す
べ
き

区
域
と
商
業
・
福
祉
施
設
な
ど
の

都
市
機
能
を
誘
導
す
べ
き
区
域
お

よ
び
誘
導
施
設
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

居
住
誘
導
区
域
外
で
の
３
戸
以

上
の
開
発
・

建
築
行
為
や

都
市
機
能
誘

導
区
域
外
で

の
誘
導
施
設

の
開
発
・
建
築
行
為
を
行
う
場
合

は
、
着
手
の
30
日
前
ま
で
に
市
長
へ

の
届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

▼
街
づ
く
り
推
進
課

☎
23‐３
５
３
５

22‐３
８
１
１

■あっあぶない！ スマホに危険はうつらない
◎高齢歩行者の皆さんへ
◦視力の衰えや歩く速度が遅くなるなど、

身体の機能の低下を自覚しましょう
◦明るい目立つ色の衣服を着用し、反射

材を活用しましょう
◦道路の斜め横断をやめましょう
◦道路を横断するときは、左右をよく見て

車が近づいていないか確かめましょう
◦横断中に左方向から進行してくる車と

衝突する交通事故が多発していますの
で、横断中でも左から近づく車に注意
しましょう

◎高齢運転者の皆さんへ
◦70歳以上の方が運転す

る車両には、高齢者マー
クを表示しましょう

◦運転前には体調を確認
しましょう

▶田原警察署☎23-0110
田原警察署だより

T A H A R A
≫田原市のデータ

交通事故発生件数

窃盗犯罪発生件数

火災・救急件数

※（　）内の数字は
　2020年の累計

2月

●人身14件（19件）
●負傷20人（26人）
●死亡0人（0人）
●物損98件（198件）

●侵入盗3件（3件）
●乗物盗1件（5件）
●非侵入盗8件（13件）

●火災1件（2件）
●救急169件（389件）

期日 休日

～３／31 祝日・年末年始

４／１～ 水曜日・祝日・
年末年始

変更は休日のみで業務内容に変更は
ありません。
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令
和
２
年
度　
農
業・漁
業

関
係
補
助
金
の
募
集
開
始

１
０
０
５
５
３
３

　
農
業
・
漁
業
関
係
補
助
金
の
募

集
し
ま
す
。
窓
口
で
配
布
す
る
書

類
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
直

接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

補
助
金
名
／
補
助
率
／
申
込
期

限：表
の
通
り

※
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

▼
農
政
課

☎
23‐３
５
１
７

22‐３
８
１
７

家
電
４
品
目
の
メ
ー
カ
ー
指

定
引
取
場
所
の
変
更

１
０
０
６
８
６
４

　

家
電
４
品
目（
テ
レ
ビ
、
冷
蔵

庫
、
洗
濯
機
、
エ
ア
コ
ン
な
ど
）

を
処
分
す
る
た
め
の
メ
ー
カ
ー
指

定
引
取
場
所
が
変
更
に
な
り
ま

す
。
現
在
の
指
定
引
取
場
所
の
㈱

紅
久
商
店
港
工
場（
豊
橋
市
）は
４

月
１
日
か
ら
受
け
取
り
を
停
止
し

ま
す
。
新
た
な
指
定
取
引
場
所
は

次
の
通
り
で
す
。

◦
日
通
東
愛
知
運
輸
㈱
本
社
営
業

所（
豊
川
市
内
）

◦
岡
山
県
貨
物
運
送
㈱
豊
川
営
業

所（
豊
川
市
内
）

※
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

▼
廃
棄
物
対
策
課

☎
23‐３
５
３
８

23‐１
８
３
２

寄
付

　
次
の
方
々
か
ら
ご
寄
付
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ご
厚
意
に
感
謝
し

ま
す
。

▼
２
月
25
日
、
富
士
見
商
工
会
様

か
ら
、
教
育
活
動
に
対
す
る
支
援

と
し
て
書
籍
80
冊

▼
４
月
１
日
、宮
崎
芳
明
様
か
ら
、

炭
生
館
装
飾
と
し
て
菜
の
花
の
絵

画
１
点

税

固
定
資
産
税　
課
税
明
細
書

の
送
付　
　

１
０
０
２
７
６
６

　

５
月
中
旬
に
固
定
資
産
税
の
納

税
通
知
書
と
併
せ
て
、
お
持
ち
の

土
地
と
家
屋
の
課
税
明
細
書
を
送

付
し
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
税
務
課

☎
23‐３
５
１
０

23‐０
１
８
０

軽
自
動
車
税
の
減
免
制
度

１
０
０
０
７
８
２

対
象：
①
一
定
の
障
害
の
あ
る
方

が
運
転
す
る
場
合
②
一
定
の
障
害

の
あ
る
方
と
生
計
を
共
に
し
て
い

る
方
が
運
転
す
る
場
合
③
一
定
の

障
害
の
あ
る
方
の
み
の
世
帯
の
た

め
、
常
時
介
護
者
が
運
転
す
る
場

合　

申
請
場
所：
税
務
課
、
市
民

生
活
課（
渥
美
支
所
）、
赤
羽
根
市

民
セ
ン
タ
ー　

申
請
期
限：
６
月

１
日（
月
）

▼
税
務
課

☎
23‐３
５
１
０

23‐０
１
８
０

自
動
車
税・軽
自
動
車
税
の

納
税
は
６
月
１
日（
月
）ま
で

　
対
象
の
方
へ
５
月
中
旬
ま
で
に

納
税
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
の

で
、
６
月
１
日（
月
）ま
で
に
納
税

通
知
書
に
記
載
し
て
あ
る
金
融
機

関
ま
た
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

※
口
座
振
替
登
録
者
は
指
定
口
座

か
ら
引
き
落
と
し

▼
東
三
河
県
税
事
務
所

☎（
０
５
３
２
）35‐６
１
３
０

▼
税
務
課

☎
23‐３
５
１
０

23‐０
１
８
０

国
民
健
康
保
険
税１

０
０
３
５
４
６

▪
仮
徴
収
分
の
納
税
通
知
書
の
送
付

　
仮
徴
収
分
の
税
額
は
、
前
年
の

所
得
額
な
ど
が
確
定
し
て
い
な
い

た
め
、
暫
定
の
税
額
を
納
め
て
い

た
だ
き
ま
す
。
各
納
期
の
税
額
は

表
の
通
り
で
す
。

▪
普
通
徴
収
の
方

　

第
１・２
期
分
の
納
税
通
知
書

を
、４
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す
。
４

月
１
日
以
降
に
国
民
健
康
保
険
に

加
入
さ
れ
た
場
合
は
、第
３
期（
８

月
）に
納
税
通
知
書
を
送
付
し
ま

す
。

▪
特
別
徴
収
の
方

　
４
月
・
６
月
・
８
月
期
分
の
特

別
徴
収
開
始
通
知
書
を
、
４
月
上

旬
に
送
付
し
ま
す
。

▪
年
税
額
の
通
知

　
年
税
額
は
７
月
に
算
定
（
本
算

定
）
し
、
８
月
に
通
知
し
ま
す
。

※
納
付
は
便
利
な
口
座
振
替
を
ご

利
用
く
だ
さ
い

▼
保
険
年
金
課

☎
23‐２
１
４
９

23‐０
１
８
０

普
通
徴
収

納期
第１期 第２期 第３期 第４期 第５期 第６期 第７期 第８期
４月 ６月 ８月 ９月 10月 11月 12月 ２月

算定
額

前年度の国保
税額のそれぞ
れ1/8の税額

年税額から第１期・第２期の税額を差し引い
た残額の各納期それぞれ1/6の税額

特
別
徴
収

納期 ４月期 ６月期 ８月期 10月期 12月期 ２月期

算定
額

前年度の２月期と同額
年税額から４月・６月・８月
期の税額を差し引いた残額
の各納期それぞれ1/3の税額

補助金名 補助率 申込期限

農業者担い手育成支援補助金 ２分の１（上限20万円、視察研修
の場合、上限10万円） 随時

農水産業アイデア支援補助金 ２分の１（農業：上限60万円、水産
業：上限30万） 5/29 金

低コスト化推進事業費補助金 ４分の１（上限10万円） ４/24 金

有害鳥獣対策費補助金（電気柵・防護柵） ２分の１（上限５万円） ４/15 水

※掲載内容は新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、変更する場合があります
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金 土 日

3 4 ふうせんプレゼント 5
母乳相談
９：30～11：３0 妊産婦や卒乳
を考えている方

10：00～ 先着300名 以下
おはなし会
15：00～ 
おはなし会 

11：00～ 10：30～

子ども工作教室
「くるくるチューリップ」
10：00～ 先着150名

10 11 12
おはなし会
10：30～ 

17 18 19
母乳相談
９：30～10：３0 妊産婦や卒乳
を考えている方

24 おはなし会 25 26 
10：30～ 
赤ちゃんサロン
9：30～11：30 0歳児と保護者
※福江・泉中学校区 ［あつみライフランド］
親子リトミック  
午後2時～ と保護者

おはなし会
10：30～ 

フリーマーケット  9：30～
子ども工作教室「こいのぼり」
10：00～ 先着150名
おはなし会
14：00～ 

5/1 2 3
おはなし会
14：00～ 
おはなし会 

11：00～ 10：30～

子ども工作教室
「くるくるフラワー」
10：00～ 先着150名

8 9 10
おはなし会
10：30～ 

農業体験「田植え」
10：０0～
田植え体験　要予約

子育て支援センター
▶子育て支援課（市役所内）
☎23‐3513

◆開館時間：13：00～17：00
土・日は9：30～12：00も
開館

◆休館日：月曜日
◆対象：０～１８歳未満の児童
（小学校入学前の乳幼児は
保護者の付き添いが必要）

田原児童センター
▶田原児童センター
☎23‐4761

1001099

田原市図書館
▶中央図書館
☎23‐4946
▶赤羽根図書館
☎45‐3426
▶渥美図書館
☎33‐1114

さくらルーム
（親子交流館すくっと内）
☎23-1510

◆開放日：水曜を除く毎日
（水曜が祝日の場合は翌
平日・年末年始を除く）

◆時間：【平日】9：00～12：
00、13：00～16：30

　【土・日・祝日】9：00～16：
30

※毎日10：30～手遊び、絵本
の読み聞かせなど実施

なのはなルーム
（伊良湖岬保育園内）
☎38-0760

◆開放日：毎週月曜日～金曜
日（祝日・お盆期間・年末年
始を除く）

※毎月 第3木曜午後休館
◆時間：9：30～12：00、13：

00～15：30
※毎日11：15～手遊び、絵本

の読み聞かせなど実施

共通事項
◆対象：おおむね3歳までの乳

幼児とその保護者
◆利用方法：予約不要
◆出張子育てひろば：赤羽根

福祉センター（毎週火曜日
9：30～11：00）・泉市民館

（毎週金曜日9：30～11：
00）

【日時】 ４月24日（金）～５月10日（日）
【場所】 セントファーレ他イベント協力店舗（中心地市街地付近）
【内容】 4月28日を「四つ葉の日」とし、中心市街地の活性化を
目的としたイベントを開催。各店舗に四つ葉が飾られ、スタンプ
ラリーを行う他、５月１０日（日）にセントファーレで絵馬への願い
事や四つ葉プロジェクト商品販売のイベントを実施。

【その他】 期間中、約50店舗に市内園児が作成したこいのぼり
の塗り絵を飾ります。また、清谷川の空にこいのぼりが泳ぎます。
▶（株）あつまるタウン田原☎24‐2345

幸せの四つ葉の日イベント・こいのぼり展示

1005516

子育て中のママやパパの情
報交換の場「子育てサーク
ル」の活動カレンダーを配信
しています。
育児仲間探し
に、ぜひご活
用ください。
▶親子交流館すくっと
☎23‐1510

子育てサークル
カレンダーを配信中

1006821

対  

象
乳児（0～2歳児）
幼児（3～5歳児）

小学生未就園児

令和2年4月  広報たはら │    │28



月 火 水 木

30 31 4/1 2
おはなし会
10：30～ 

6 7 8 9
母乳相談
９：30～10：３0 妊産婦や卒乳
を考えている方

［あつみライフランド］

おはなし会
10：30～、１１：００～ 

13 14 15 16
赤ちゃんサロン
9：50～11：30 0歳児と保護者 
※南部・中部・高松・赤羽根・若戸
校区

チャレンジ
「くるりんスキップ」  
（～19日日） 以上

おはなし会
10：30～、１１：００～ 
のりもの  

（～17日金）午後１時～3時

7カ国語で遊ぼう！
10：30～11：20 

20 21 のりもの 22 23 
赤ちゃんサロン
9：50～11：30 0歳児と保護者 
※童浦・衣笠校区

（～24日金）午後1時～3時

アイデア工作  
（～26日日）午後 以上
おはなし会 10：30～ 

おはなし会
10：30～ 

おはなし会
10：30～ 
新聞紙で遊ぼう
10：30～11：00 

27 28 29 30
赤ちゃんサロン
9：50～11：30 0歳児と保護者 
※六連・神戸・大草・東部・野田校
区

妊婦さんのためのおっぱいクラス
９：３０～11：30 市内在住の妊
娠5カ月以降の妊婦さん（要予
約）

農業祭 9：30～
新鮮な農産物・花・木の販売な
ど

4 5 6 7
市民緑花まつり 9：30～

「わたしたちの花畑」作品展、
フラワー教室、用土・花苗など
の配布他

子ども工作教室
「こどもの日」
10：00～ 先着150名
田原市吹奏楽団ミニコンサート
11：30～、13:30～ 

子ども工作教室
「くるくるフラワー」
10：00～ 先着150名

【日時】 ５月５日（火・祝）9：30～12：00
【場所】 田原市博物館
【内容】 現代の鎧

よろいし
師が作った鎧を着て、

武士の雰囲気を体験
【定員】 30名（先着順）
【参加料】 無料
【申込】 ４月4日（土）から電話にて
▶文化財課☎22‐1720 22-2028

鎧
よろい

を着てみよう  　　　   　　 　 １００6150

【対象】 未就学児・小中学生などと保護者
【日時】 ５月10日（日）10：00～
【場所】 サンテパルクたはら
【内容】 田植え体験。9月初旬には稲刈り体験。収穫した
餅米2kgを12月初旬に配布

【定員/参加料】 先着20家族/2,000円
【持ち物】 汚れても良い服装
【申込】 電話にて
▶サンテパルクたはら☎25‐1234 25-1235

農業体験「田植え」  　  　  １００6156

※掲載内容は新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、変更する場合があります

場  

所
渥美図書館
赤羽根図書館
中央図書館

さくらルーム
なのはなルーム

児童センター

サンテパルクたはら
田原市博物館
すくっと

2020 April
イベントカレンダー4月
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市役所内
☎23‐3515　 23‐3810
あつみライフランド
☎33‐0386　 33‐0319

健康課

▪
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
度
チ
ェ
ッ
ク

　
次
の
設
問
で
該
当
す
る
答
え
の
点
数
を

丸
で
囲
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

合
計
点
数
が
、０
～
２
点
の
方
は
危
険

性
は
低
い
で
す
が
、３
点
の
方
は
オ
ー
ラ

ル
フ
レ
イ
ル
の
危
険
性
が
あ
り
、４
点
以

上
の
場
合
は
危
険
性
が
高
い
と
さ
れ
て
い

ま
す
。３
点
以
上
の
方
は
、専
門
的
な
対
応

が
必
要
な
場
合
も
あ
る
の
で
、か
か
り
つ

け
の
歯
科
医
院
に
相
談
す
る
こ
と
を
お
す

す
め
し
ま
す
。

　
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
の
症
状
は
自
然
な

老
化
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、生
活
す
る

上
で
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
と
複
合
し
て
起
こ

る「
不
自
然
な
衰
え
」で
す
。し
か
し
、適
切

な
時
期
に
対
応
す
れ
ば
、回
復
可
能
で
あ

る
こ
と
も
分
か
っ
て
い
ま
す
。

▪
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
の
予
防

　
「
年
齢
の
せ
い
」だ
と
あ
き
ら
め
て
活
動

範
囲
を
狭
め
た
り
、食
べ
に
く
い
も
の
を

避
け
た
り
せ
ず
、早
い
段
階
で
口
腔
の
衰

え
に
気
付
き
、自
分
自
身
の
問
題
と
し
て

捉
え
て
行
動
す
る
こ
と
が
、オ
ー
ラ
ル
フ

レ
イ
ル
予
防
の
第
一
歩
に
な
り
ま
す
。

●
よ
く
か
ん
で
食
べ
る
習
慣
を
つ
け
る

　
唾
液
も
よ
く
出
る

よ
う
に
な
り
、
「
か

む
機
能
」
「
飲
み
込

む
機
能
」
が
高
ま
り

ま
す
。

●
家
族
や
友
人
と
の
会
話
を
増
や
す
、
歌

を
歌
う
な
ど

　
日
常
生
活
を
少
し
意
識
す
る
こ
と
で
、

体
力
の
維
持
や
口
腔
の
周
り
の
運
動
に
な

り
ま
す
。

オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
を
予
防
し
、い
つ
ま

で
も
元
気
に
！

▪
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
と
は

　

食
べ
物
が
か
み
に
く
く
な
っ
た
、む
せ

や
す
く
な
っ
た
な
ど
口
腔
機
能
の
衰
え
を

オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
と
呼
び
ま
す
。オ
ー

ラ
ル
フ
レ
イ
ル
を
放
置
す
る
と
、食
べ
る

機
能
の
障
害
や
、低
栄
養

に
よ
る
筋
力
の
低
下
、さ

ら
に
心
身
機
能
や
活
力

の
衰
え
な
ど
を
招
き
ま

す
。こ
れ
ら
を
総
称
し
て

「
フ
レ
イ
ル
」と
呼
び
ま

す
。

　
「
フ
レ
イ
ル
」と
は
加

齢
に
よ
っ
て
心
身
が
衰

え
、介
護
を
必
要
と
す
る

一
歩
手
前
の
状
態
で
す
。

口
腔
機
能
を
適
切
に
保

つ
こ
と
は
介
護
予
防
や

健
康
寿
命
を
延
ば
す
こ

と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

スポーツ課☎23-3531 ▲お手軽3分フィットネス集手軽 分 ネ 集

　令和２年３月号をもってお手軽３分フィットネスの掲載を終了しました。
　掲載は終了となりましたが、スポーツ課、田原文化会館、渥美運動公園に
て「お手軽３分フィットネス集」を配布しています。また市HPにも掲載していま
すので、ご活用いただき、今後も運動の継続を心掛けてください。
　これまでご愛読いただき、ありがとうございました。

1004899

質問項目 はい いいえ
半年前と比べて、硬いものが食べにくく
なった 2 0

お茶や汁物でむせることがある 2 0

義歯を使用している※ 2 0

口腔の乾きが気になる 1 0

半年前と比べて、外出が少なくなった 1 0

さきイカ・たくあん程度の硬さの食べ物
はかめる 0 1

1日に2回以上、歯を磨く 0 1

1年に1回以上、歯科医院を受診している 0 1

■オーラルフレイル度チェック

※歯を失ってしまった場合は、義歯などを適切に使って、硬いものを
　食べることができるように治療を受けることが大切です
▲東京大学高齢社会総合研究機構より

令和2年4月  広報たはら │    │30



市役所内
☎23‐3515　 23‐3810
あつみライフランド
☎33‐0386　 33‐0319

健康課

● 休日当直医 ※当直医は変更になる場合がありますので、市役所へご確認の上、受診してください　市役所◦☎22‐1111（代表）

診療時間 医科●9：00～17：00／歯科●9：00～12：00 診療時間以外は 渥美病院●☎22‐2131 にお問い合わせの上、受診してください

月　日 当直医 電話番号

4月26日（日） 永井医院 ☎22‐0227
藤井歯科医院 ☎45‐2123

4月29日（水・祝）
かわせ小児科 ☎22‐1230
まち眼科 ☎22‐2710
仲谷歯科 ☎23‐2327

5月3日（日・祝）
藤岡医院 ☎32‐1515
きまた眼科 ☎23‐1092
としま歯科 ☎27‐7707

月　日 当直医 電話番号

4月5日（日）
第2国見医院 ☎23‐2302
ふくい眼科 ☎22‐5878
清栄歯科クリニック ☎33‐0657

4月12日（日）

川瀬医院 ☎35‐1511
かんべ整形リハビリクリニック ☎24‐2252
田原南こころのクリニック ☎27‐7100
赤石歯科クリニック ☎23‐7300

4月19日（日） 田原市赤羽根診療所 ☎45‐3505
おおかわ歯科 ☎22‐4182

●
歯
科
医
の
定
期
検
診
を
受
け
る

　
普
段
か
ら
半
年
に
一
度
、
定
期
検
診
を

受
け
る
こ
と
で
、
自
分
で
は
気
付
け
な
い

口
腔
の
衰
え
を
早
期
に
発
見
で
き
ま
す
。

　
ま
た
定
期
的
に
口
腔
内
の
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
を
す
る
こ
と
で
歯
を
失
う
リ
ス
ク
や
か

む
機
能
の
低
下
を
防
ぐ
こ
と
も
で
き
ま

す
。

　
ぜ
ひ
、
か
か

り
つ
け
歯
科
医

を
持
ち
、
歯
の

健
康
を
保
つ
よ

う
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

【
お
知
ら
せ
】

▪
新
生
児
聴
覚
検
査
費
用
の
助
成
を
開
始

　

新
生
児
の
聴
覚
障
害
は
、
出
生
児

１
０
０
０
人
中
１
～
２
人
に
起
こ
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
早
期
に
発
見
さ
れ
適
切

な
支
援
が
行
わ
れ
れ
ば
、
そ
の
影
響
が
最

小
限
に
抑
え
ら
れ
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
力
の
発
達
と
、
言
語
の
獲
得
に
つ
な
が

り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
４
月
１
日（
水
）以
降
に
母
子

健
康
手
帳
交
付
を
受
け
た
方
を
対
象
に
、

「
新
生
児
聴
覚
検
査
受
診
票
」を
配
布
し
ま

す
。
新
生
児
聴
覚
検
査
は
、
産
婦
人
科
医

療
機
関
な
ど
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

【
対
象
者
】生
後
４
週（
28
日
）以
内　
【
助

成
額
】
１
人
１
回
５
０
０
０
円　
【
検
査

方
法
】
Ａ
Ａ
Ｂ
Ｒ
（
自
動
聴
性
脳
幹
反
応

検
査
）、
Ａ
Ｂ
Ｒ
（
聴
性
脳
幹
反
応
検
査
）

ま
た
は
Ｏ
Ａ
Ｅ
（
耳
音
響
放
射
）　
【
そ
の

他
】県
外
の
医
療
機
関
で
受
け
る
場
合
は
、

後
日
申
請
に
よ
り
助
成
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
の
で
、
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

▪
骨
髄
提
供
者
な
ど
に
助
成
金
を
交
付
し
ま
す

１
０
０
６
８
１
６

　

骨
髄
・末
梢
血
幹
細
胞
提
供
者（
ド

ナ
ー
）の
負
担
軽
減
と
骨
髄
な
ど
の
移
植

の
推
進
を
図
る
た
め
、ド
ナ
ー
と
ド
ナ
ー

が
勤
務
す
る
事
業
所
に
通
院
・
入
院
な
ど

に
要
し
た
日
数
に
応
じ
助
成
金
を
交
付
し

ま
す
。

【
対
象
／
助
成
金
額
】①
ド
ナ
ー
：
骨
髄
な

ど
の
提
供
日
に
市
内
に
住
所
を
有
し
、（
公

財
）日
本
骨
髄
バ
ン
ク
が
実
施
す
る
骨
髄

バ
ン
ク
事
業
に
お
い
て
骨
髄
な
ど
の
提
供

を
し
た
方
／
通
院
・
入
院
な
ど
に
要
し
た

日
数
で
１
日
当
た
り
２
万
円（
上
限
７
日
）

②
事
業
所：①
の
ド
ナ
ー（
個
人
事
業
主
を

除
く
）が
勤
務
し
て
い
る
国
内
の
事
業
所

（
国
、地
方
公
共
団
体
な
ど
を
除
く
）／
通

院
・
入
院
な
ど
に
要
し
た
日
数
で
１
日
当

た
り
１
万
円（
上
限
７
日
）

※
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

▪
成
人
男
性
風
し
ん
の
抗
体
検
査・風
し

ん（
第
５
期
）定
期
予
防
接
種
の
実
施
に
つ

い
て　
　
　
　
　
　

１
０
０
６
１
９
３

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
、風
し
ん
の
抗
体

検
査
お
よ
び
抗
体
価
が
陰
性
の
人
に
対
す

る
風
し
ん（
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
）ワ
ク
チ

ン
の
予
防
接
種
を
実
施
し
ま
す
。対
象
者

の
方
に
は
３
月
末
に
ク
ー
ポ
ン
券
を
発
送

し
て
い
ま
す
。

【
対
象
者
】
昭
和
37
年
４
月
２
日
～
昭
和

54
年
４
月
1
日
生
ま
れ
の
男
性（
昨
年
度
、

風
し
ん
に
お
け
る
抗
体
検
査
お
よ
び
定
期

予
防
接
種
（
第
５
期
）
が
未
実
施
の
方
）

【
料
金
】
抗
体
検
査
、
予
防
接
種
と
も
無

料　
【
実
施
期
間
】
抗
体
検
査
：
～
令
和

４
年
２
月
28
日
／
予
防
接
種
：
～
令
和
４

年
３
月
31
日　
【
受
診
方
法
】
田
原
市
特

定
健
康
診
査
や
会
社
な
ど
の
健
康
診
断

（
事
業
所
健
診
）
と
同
時
受
診
が
可
能
で

す
。
健
診
と
同
時
に
受
診
が
で
き
な
い
場

合
は
、
市
内
医
療
機
関
、
市
外
ま
た
は
全

国
の
契
約
医
療
機
関
で
風
し
ん
抗
体
検
査

お
よ
び
予
防
接
種
の
実

施
が
可
能
で
す
。
詳
細

は
こ
ち
ら
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
よ
り
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

▼
健
康
課

☎
23‐３
５
１
５

23‐３
８
１
０

広報たはら  令和2年4月│    │31



カスミソウ
（花／出荷時期：１0月～6月）

かわいらしい小花でどんな
花とも相性が良い花です。
県内1位の出荷量で、年間約
１００万本出荷されています。

花ことば

清らかな心

アジサイ
（鉢花／出荷時期：３月～６月）

最近では母の日の贈り物と
しても人気の花です。県内1
位の出荷量で、年間約１４６
万鉢出荷されています。

花ことば

移り気、冷淡

農政課  ☎23-3517

花 鉢
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今月の 4月の

　
ま
た
状
況
に
よ
り
、助
成
券
の
交
付
方
法
は
、

変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

在
宅
で
介
護
を
し
て
い
る
方
に
補
助
券
な

ど
を
交
付
し
ま
す

▪
家
族
介
護
用
品
購
入
補
助
券

　
対
象
の
方
に
紙
お
む
つ
な
ど
の
購
入
に
使
え

る
補
助
券
を
交
付
し
ま
す
。

４
月
か
ら「
福
祉
タ
ク
シ
ー
料
金
助
成
券
」

な
ど
を
交
付
し
ま
す

【
対
象
】

　
市
内
在
住
で
令
和
３
年
３
月
31
日
時
点
で　

満
70
歳
以
上
の
方

【
内
容
】

　
次
の
①
～
⑥
の
中
か
ら
１
つ
を
選
べ
ま
す
。

①
タ
ク
シ
ー
料
金
助
成
券

　

３
０
０
０
円
分
×
２
冊

②
バ
ス
回
数
乗
車
券
購
入
助
成
券

　

３
０
０
０
円
分
×
２
冊

③
電
車
料
金
助
成
券

　

３
０
０
０
円
分
×
２
冊

④
田
原
市
ぐ
る
り
ん
バ
ス
回
数
乗
車
券
購
入
助
成
券

　
３
０
０
０
円
分
×
２
枚

⑤
複
合
券

　
計
６
０
０
０
円
分（
各
１
冊
）

①
～
④
の
中
か
ら
２
つ
を
選
び
ま
す
。

⑥
元
気
パ
ス
購
入
助
成
券

　
６
０
０
０
円
分
×
１
枚

【
出
張
交
付
に
つ
い
て
】

　
3
月
下
旬
に
出
張
交
付
の
交
付
申
請
書
を
発

送
し
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

対
策
の
た
め
、
お
急
ぎ
で
な
い
方
は
、
時
期
を

ず
ら
し
て
市
役
所
・
渥
美
支
所
・
赤
羽
根
市
民

セ
ン
タ
ー
で
の
申
請
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

▪
訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス
助
成
券

【
対
象
】

　

要
介
護
３
以
上
と
認
定
さ
れ
た
在
宅
の
方

で
、
理
髪
店
や
美
容
院
に
出
向
く
こ
と
が
困
難

な
方

【
内
容
】

　
５
０
０
０
円
分
の
訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス
券

を
、
年
間
最
大
３
枚
交
付

▪
交
付
窓
口

　

高
齢
福
祉
課
（
市
役
所
北
庁
舎
）、
赤
羽
根

市
民
セ
ン
タ
ー
、
市
民
生
活
課
（
渥
美
支
所
）

　

こ
れ
ら
の
補
助
券
な
ど
の
対
象
に
な
ら
れ

る
方
で
、
必
要
な
方
は
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ

い
。

▼
高
齢
福
祉
課
高
齢
福
祉
係

☎
23‐
４
６
５
４

23‐
３
５
４
５

◆
高
齢
者
福
祉
の
手
引
◆

安
否
確
認
や
配
食
な
ど
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、介

護
、各
市
民
館
な
ど
で
実
施
し
て
い
る
体
操
教

室
の
情
報
な
ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。市
Ｈ
Ｐ

（

１
０
０
５
６
６
０
）で
検
索
す
る
と
詳
し

い
内
容
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

対象 条件 内容

要介護１または 2 の方（介
護保険施設入所者除く）を
介護している家族

要介護者が医師の診断により
失禁が認められ、かつ、介護
者と要介護者ともに前年度市
民税非課税世帯に属する場合

１万円分の介護用品購
入補助券を２冊交付※

要介護３の方（介護保険施
設入所者除く）を介護して
いる家族

なし

２万円分の介護用品購
入補助券を２冊交付※

要介護４または５の方（介
護保険施設入所者除く）を
介護している家族

東三河広域連合が発行する家
族介護用品給付券の給付対象
者となっていないこと

※10月以降の申請は、1冊の交付になります

令和2年4月  広報たはら │    │32



カスミソウ
（花／出荷時期：１0月～6月）

かわいらしい小花でどんな
花とも相性が良い花です。
県内1位の出荷量で、年間約
１００万本出荷されています。

花ことば

清らかな心

アジサイ
（鉢花／出荷時期：３月～６月）

最近では母の日の贈り物と
しても人気の花です。県内1
位の出荷量で、年間約１４６
万鉢出荷されています。

花ことば

移り気、冷淡

農政課  ☎23-3517

花 鉢
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今月の 4月の

【
品
目
】
ア
レ
ン
ジ
フ
ラ
ワ
ー
・
鉢
物
・
鉢
花
（
お

届
け
す
る
花
は
季
節
の
も
の
と
な
り
ま
す
）

Ｔ
Ａ
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ａ
ぐ
る
っ
と
農
業
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
０

　
２
月
22
日（
土
）に
田
原
市
総
合
体
育
館
で
Ｔ
Ａ
Ｈ

Ａ
Ｒ
Ａ
ぐ
る
っ
と
農
業
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
０
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
会
場
で
は
、
田
原
市
・
Ｊ
Ａ
愛
知
み

な
み
園
芸
農
産
物
総
合
品
評
会
が
行
わ
れ
、
６
６
３

点
の
出
品
物
の
中
か
ら
農
林
水
産
大
臣
賞
な
ど
が
選

ば
れ
ま
し
た
。

　
同
会
場
で
は
「M

ミ

ナ

ミ

IN
A

M
I F

フ
ラ
ワ
ー

low
er D

デ
イ
ズ

ays

」
も

同
時
開
催
さ
れ
、
本
市
を
代
表
す
る
花
が
一
堂
に
会

し
、
来
場
者
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
体
育
館
ロ
ビ
ー
で
は
、
親
子
連
れ
の
来

場
者
が
輪
投
げ
や
千
本

つ
り
、
ア
レ
ン
ジ
メ
ン

ト
体
験
な
ど
を
楽
し

み
、
文
化
ホ
ー
ル
前
や

は
な
の
き
広
場
で
は
農

産
物
の
直
売
や
キ
ッ
チ

ン
カ
ー
、
地
元
の
豚
肉
・

牛
肉
の
試
食
や
ベ
ジ

エ
ー
ル
渥
美
が
ふ
る
ま
う
野
菜
ス
ー
プ
な
ど
地
元
の

味
覚
に
舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。 

　
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
本
市
産
の
青
果
物
や
花

き
が
集
ま
り
、
本
市
の
農
業
の
魅
力
溢
れ
る
イ
ベ
ン

ト
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
消
費
拡
大
の
た
め
本
市

の
農
産
物
の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

渥
美
半
島
の
花
と
鉢
花

　
日
本
一
の
花
の
産

地
で
あ
る
本
市
で
栽

培
さ
れ
て
い
る
多
種

多
様
な
花
や
鉢
花
を

多
く
の
方
に
知
っ
て

も
ら
お
う
と
毎
年

「
渥
美
半
島
の
花
と

鉢
花
」
を
選
定
し
、

各
月
の
鉢
花
を
各
図

書
館
や
三
河
田
原
駅
な
ど
、
市
内
の
施
設
に
展
示
し

て
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
本
市
産
の
花
を
見
て
も
ら
う
こ
と
で
、
本
市
が
花

の
産
地
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
い
、
花
を
贈
る

き
っ
か
け
づ
く
り
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

花
の
ま
ち
か
ら
の
お
祝
い

　

ご
結
婚
さ
れ
た
夫

婦
に
ア
ニ
バ
ー
サ

リ
ー
フ
ラ
ワ
ー
ギ
フ

ト
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
て
い
ま
す
。
婚
姻

届
を
提
出
さ
れ
る
際

は
、
ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
お
二
人
の
人
生

の
新
し
い
門
出
を
本
市
産
の
自
慢
の
花
で
お
祝
い
し

ま
す
。

【
対
象
】
本
市
に
婚
姻
届
を
提
出
し
、
市
内
に
住
む

予
定
の
ご
夫
婦

▲2020渥美半島の花と鉢花

▲アレンジメント体験
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図書館休館日

4月▶6日月、10日金、１3日月、20日月、27日月
5月▶7日木、8日金、１1日月、18日月、25日月

※赤羽根は日曜日・祝日も休館

キ
ャ
ベ
ゾ
ウ・か
い
く
ん
の

み
ん
な
で
取
り
組
む
防
災・減
災

34

4９

▼
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

▼
渥
美
半
島
☆
観
光
大
使
の
２
人
が
、き
ら
り
っ
！
と
光
る
田
原
市
の
観
光
資
源
を
ご
紹
介

　　
こ
ん
に
ち
は
、ゆ
う
く
ん
で
す
。

　

今
回
は
、大
規
模
災
害
が
発
生
し
た

と
き
、被
災
地
に
設
置
さ
れ
る「
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。

〇
運
営
主
体

　

被
災
地
の
社

会
福
祉
協
議
会

が
主
体
と
な
っ

て
、自
治
体
や
防

災
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
な
ど

と
協
働
し
て
運
営
し
ま
す
。駆
け
付
け

て
く
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
を
受
け

入
れ
て
、助
け
が
必
要
な
方
の
と
こ
ろ

へ
派
遣
し
ま
す
。　

〇
活
動
内
容

　
被
災
地
の
ニ
ー
ズ（
手
伝
っ
て
ほ
し
い

こ
と
、困
っ
て
い
る
こ
と
）の
把
握
、ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
受
け
入
れ・人
数
調
整・派
遣
、

資
機
材
の
貸
し
出
し
な
ど
を
行
い
ま
す
。

〇
講
座
の
開
催

　
被
災
者
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
架
け
橋

（
パ
イ
プ
役
）と
な
っ
て
、災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営
の
サ
ポ
ー
ト

を
し
て
く
だ
さ
る
方
を
育
成
す
る
こ
と

を
目
的
に
、毎
年「
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」を
開
催

し
て
い
ま
す
。

　
申
し
込
み
は
、田
原
市
社
会
福
祉
協
議

会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
田
原
市
社
会
福
祉
協
議
会　

☎
23‐0
６
１
０　

 

23‐３
９
７
０

info@
tahara-shakyo.or.jp

★
寺
下
通
り

　
三
河
田
原
駅
か
ら
す
ぐ
西
へ
城
宝
寺
、

慶
雲
寺
、龍
泉
寺
、龍
門
寺
と
４
つ
の
寺

院
が
並
ん
で
い
ま
す
。４
つ
の
寺
院
は
、

田
原
城
下
町
の
南
端
、清
谷
川
河
岸
の
丘

の
上
に
建
ち
、こ
れ
ら
を
結
ぶ
よ
う
に
山

門
の
下
に
続
く
通
り
が
あ
り
ま
す
。こ
の

通
り
は
城
下
町
の
面
影
を
残
し
て
お
り
、

「
寺
下
通
り
」と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。

寺
下
通
り
に
あ
る

龍
泉
寺
と
龍
門
寺

の
間
の
坂
道
は
、

そ
の
先
に
あ
る
田

原
城
下
町
の
入
り

口
だ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、田
原
城
惣そ
う
も
ん門
に
向
か
う
坂
道
は

武
家
の
道
だ
っ
た
よ
う
で
、坂
の
途
中
に

は
、戦
の
時
に
敵
が
侵
入
し
に
く
い
直
角

に
曲
が
っ
た『
曲か
ね
ん
て
尺
手
』と
い
わ
れ
る
道

が
続
き
ま
す
。

★
城
宝
寺

　

城
宝
寺

は
、渡
辺
崋

山
の
菩ぼ
だ
い
じ
提
寺

で
、本
堂
奥

に
は
霊
牌
堂

が
あ
り
ま
す
。松
ま
つ
ば
や
し
け
い
げ
つ

林
桂
月
画
伯
を
は
じ

め
、日
本
有
数
の
画
家・書
家
の
寄
付
に

よ
る
天
井
画
が
有
名
で
す
。

　
ま
た
、敷
地
内
に
は「
穴あ
な
ぐ
ら倉
」と
呼
ば
れ

る「
城
宝
寺
古
墳
」が
あ
り
、石
室
の
広
さ

は
渥
美
半
島
最
大
級
で
す
。

◎
キ
ャ
ベ
ゾ
ウ
と
か
い
く
ん
の
Ｈ
Ｐ
も
よ

ろ
し
く
カ
イ
☆

１
０
０
２
１
７
６

w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/

kankou/kankou/1002176.htm
l

▼
商
工
観
光
課

☎
23‐３
５
２
２

22‐３
８
１
７　

今
年
度
の
養
成
講
座
の
ご
案
内

日
時
：
７
月
12
日（
日
）・19
日（
日
）の
２

日
間 

午
前
９
時
30
分
～
午
後
4
時　
場

所
：
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー 
３
階
大
会
議
室

対
象
：
年
齢・性
別
を
問
わ
ず
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
興
味
の
あ
る
人
で
、２
日
間
と
も
受
講

で
き
る
方　
申
込
期
限
：
６
月
30
日（
火
）

今
回
は
、
田
原
藩
の

城
下
町
を
紹
介
す
る

カ
イ
☆

春
の
風
を
感
じ
な
が

ら
、ま
ち
な
か
散
策
を

楽
し
ん
で
カ
イ
☆

◦災害ボランティアセンターの
様子（広島県呉市）

◦寺下通り

◦城宝寺天井画
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図書館休館日

4月▶6日月、10日金、１3日月、20日月、27日月
5月▶7日木、8日金、１1日月、18日月、25日月

※赤羽根は日曜日・祝日も休館

『レベル別日本語多読ライブラリー』
アスク出版社
Z817.7/JGR0～7

日本語を学ぶ人のための読み
物シリーズ。ハンディで、片仮名
にも平仮名の読みが付いてい
るので、とても読みやすいです。

◎重要なお知らせ
　４月から、中央図書館と赤羽根図書館の休館日と開
館時間が変更になります。
◦中央図書館
▶木曜日の開館時間＝午前10時～午後7時（他の開館
日の開館時間に変更はありません）
◦赤羽根図書館
▶休館日＝月・日曜日、祝日（月曜日が祝日の場合、直
後の平日）
▶開館時間＝午前11時～午後５時　※正午～午後１
時は、カウンター業務（貸出、返却など）を休止します
◎こどもブックフェスタ開催！
　4月23日の「子ども読書の日」に合わせて各図書館
で「こどもブックフェスタ」を開催します。
▶対象＝乳幼児～小学生（各館共通）
◦中央図書館　☎23-4946
▶期間＝4月18日（土）～5月6日（水・振）
▶内容＝こぶっくおはなし会やセルフ工作、ベスト
リーダー展、クイズなど
◦赤羽根図書館　☎45-3426
▶期間＝4月18日（土）～5月2日（土）
▶内容＝おはなし会、セルフ工作など
◦渥美図書館　☎33-1114
▶期間＝4月18日（土）～5月6日（水・振）
▶内容＝特別おはなし会や乳幼児のためのおはなし
会、図書館クイズ、セルフ工作、おすすめコーナーなど

※詳しくは、図書館で配布しているチラシまたはＨＰ
をご覧ください

さまざまな疑問・質問に司書がお答えするコーナーです。

Ｑ．ウグイスは春は「ホーホケキョ」と鳴くけど、他
の季節は鳴かないの？

◎調べるキーワード
「ウグイス」「鳴き声」「野鳥」
A．早春から夏までの間、求愛行動でオスが

「ホーホケキョ」とさえずります。　　　　　　
　他の季節は「チャッチャッ」と舌打ちをするよ
う な 地 鳴 き を し
ます。これを笹鳴
きといい、警戒し
た時は「ケキョケ
キョ」と鳴きます。

◎調べたツール
『四季の野鳥かんさつ』
菅原光二/写真　山下宜信/文　あかね書房　
488/ﾔ

『鳥のなき声ずかん』
薮内正幸/ぶん え　篠原栄太/もじ　福音館書店
488/ﾔ

『小学館の図鑑ＮＥＯ５　鳥』
柚木修/指導・執筆　小学館　488/ﾄ

『水族館が好きすぎて！』
まつおるか/著　ＫＡＤＯＫＡＷＡ
481.72/ﾏ

シャチ、イルカ、ペンギンなど生き物の
不思議な生態がよく分かるかわいいイ
ラストが満載。水族館に行きたくなり
ます。

●中央図書館
 一　般▶4月11日土～5月6日水・振　「こんなに鳥が…！」
 子ども▶4月11日土～6月11日木　  「世界のともだち」

●赤羽根図書館
 一　般▶4月11日土～5月2日土　　 「ガーデニング」
 子ども▶4月11日土～5月2日土　    「アニマル大集合」

●渥美図書館
 一　般▶4月11日土～5月6日水・振　「ホッと一息、
	 　　　 本 de CAFE。」
 子ども▶4月11日土～5月6日水・振   「おべんとう♪」

※掲載内容は新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、変更する場合があります
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探
訪
で
は
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
な
く
て

は
な
ら
な
い
も
の
と
な
っ
た「
明
か
り（
電

気
）」の
歴
史
に
つ
い
て
書
い
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
現
在
の
田
原
市
全
域
に
電
灯
が
点
い
た

の
は
大
正
12（
１
９
２
３
）年
に
な
っ
て
か

ら
で
、
今
か
ら
１
０
０
年
く
ら
い
前
の
こ

と
で
し
た
。
名
古
屋
や
豊
橋
と
い
っ
た
都

市
が
明
治
中
頃
の
点
灯
だ
っ
た
の
で
、
そ

こ
に
遅
れ
る
こ
と
約
20
～
30
年
と
い
っ
た

と
こ
ろ
で
し
た
。『
三
州
奥
郡
風
俗
図
絵
』

に
は
、
明
治
の
初
め
頃
ま
で
は
、
松
の
根

（
ジ
ン
）を
燃
や
し
て
灯
火
に
し
た「
ジ
ン

松
」や「
行あ

ん
ど
ん灯
」が
あ
っ
た
が
、
普
通
の
家

で
は
、
行
灯
は
使
わ
ず
宿
屋
と
か
お
寺
、

お
金
持
ち
の
家
に
あ
っ
て
、
そ
れ
も
お
客

さ
ん
用
に
使
っ
て
い
た
く
ら
い
と
さ
れ
、

明
治
の
中
頃
に
カ
ン
テ
ラ
、
続
い
て
ラ
ン

プ
が
入
っ
て
き
て
、
養
蚕
の
全
盛
期
だ
っ

た
当
時
に
お
い
て
は
、
特
に
吊
り
ラ
ン
プ

が
重
宝
さ
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

明
か
り
の
歴
史

　
「
私
た
ち
の
ま
ち
に
初
め
て
電
気
が
点

い
た
の
は
？
」

　
答
え
は
、
大
正
２（
１
９
１
３
）年
か
ら

３
年
に
か
け
て
で
す
が
、
当
初
は
、
町
の

中
心
部
な
ど
の
限
ら
れ
た
地
域
の
み
に
電

気
が
点
い
た
だ
け
で
し
た
。
今
回
の
歴
史

　

ま
た
、
桑
名
辰
次（
亀
山
町
出
身
）の

手
記『
七
十
年
の
記
録
』に
は
、
明
治
36

（
１
９
０
３
）年
頃
の
こ
と
と
し
て「
光
を

取
る
に
も
私
の
村
で
は
、
ど
こ
の
家
も
た

い
松（
ジ
ン
松
）や
、
あ
ん
ど（
行
灯
）の
光

が
大
部
分
で
あ
っ
た
。
然し

か
し
石
油
も
少
し

づ
つ
手
に
は
い
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
石

油
は
貴
重
品
で
、
ど
こ
の
家
で
も
一
合
か

二
合
位
づ
つ
買
っ
て
来
て
、
か
ん
て
ら
で

光
を
取
っ
た
程
度
で
あ
っ
た
。
其
の
光
も

今
か
ら
考
え
れ
ば
想
像
も
つ
か
ぬ
程
暗

か
っ
た
。
か
ん
て
ら
の
し
ん
を
大
き
く
出

せ
ば
少
し
は
明
る
い
け
れ
ど
も
石
油
が
沢

山
い
る
と
の
事
で
し
か
ら
れ
る
」と
書
か

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
地
域
で
は
、
明
治
時

代
に
ジ
ン
松・行
灯
か
ら
カ
ン
テ
ラ・ラ
ン

プ
へ
と
明
か
り
の
歴
史
は
移
り
変
わ
り
、

い
よ
い
よ
大
正
の
時
代
と
な
っ
て
電
気
の

時
代
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で
す
。

　
田
原
の
電
灯
は
、
大
正
元（
１
９
１
２
）年

に
町
営
の
田
原
電
気
と
し
て
渥
美
電
気
㈱

が
、
福
江
に
は
福
江
電
灯
㈱
が
設
立
さ
れ
、

大
正
２
年
に
は
福
江
に
松
淵
発
電
所
が
稼

働
し
ま
し
た
が
、
こ
こ
で
は
電
灯
１
０
０
０

灯
く
ら
い
が
点
灯
で
き
た
も
の
の
こ
の
発

電
所
だ
け
で
は
、
明
ら
か
な
電
力
の
供
給

不
足
で
し
た
。
そ
こ
で
こ
の
発
電
所
は
間

も
な
く
廃
止
さ
れ
、
豊
橋
電
気
㈱
と
新
た

な
受
電
契
約
を
結
び
、
赤
羽
根・
伊
良
湖

岬
・
泉
村
へ
も
電
気
が
供
給
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
方
、
田
原
で
は
、
大
正
３
年
に
石
炭

に
よ
る
火
力
発
電
機
の
送
電
が
開
始
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
時
の
供
給
地
域
は
、本
町・

萱
町・
新
町・
巴
江・
八
軒
屋
の
町
中
と
隣

接
す
る
神
戸
市
場
で
し
た
。
そ
の
後
、
吉

胡
、
白
谷
、
浦
地
区
へ
供
給
範
囲
が
拡
張

さ
れ
、
大
正
６（
１
９
１
７
）年
に
は
、
田

原
電
気
が
豊
橋
電
気
㈱
に
吸
収
さ
れ
、
現

在
の
市
域
に
送
電
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
、
大
正
12
年
の
こ
と
で
し
た
。

　
昭
和
の
時
代
と
な
り
、
電
気
の
需
要
が

高
ま
り
を
見
せ
た
の
は
、
戦
後
の
混
乱
が

収
ま
り
を
見
せ
始
め
た
昭
和
30
年
代
に

な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
、
日
本
経
済
の
高

度
成
長
期
に
当
た
っ
て
、
電
化
製
品
が
家

庭
の
中
に
急
速
に
普
及
し
て
い
き
ま
し

た
。
当
時
、
洗
濯
機・冷
蔵
庫・白
黒
テ
レ

ビ
は
、「
三
種
の
神
器
」と
呼
ば
れ
、
人
々

の
生
活
を
一
変
さ
せ
ま
し
た
。

　
現
在
、
当
た
り
前
の
よ
う
に
使
っ
て
い

る
電
気
も
百
年
く
ら
い
前
か
ら
私
た
ち
の

暮
ら
し
に
入
り
始
め
、
当
初
は
コ
ー
ド
を

長
く
し
て
一
灯
を
い
く
つ
か
の
部
屋
に
移

動
し
て
使
っ
て
い
た
こ
と
な
ど
、
今
と

な
っ
て
は
想
像
も
つ
か
な
い
こ
と
で
す
。

（
学
芸
員　
天
野
敏
規
）

▲「燈火」　松下石人著　『三州奥
　郡風俗図絵』（昭和11年原本発
　行）　国書刊行会復刻本より
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広報秘書課 ☎２2-0138

ティーズチャンネルで放送中
デジタル

ch12 放送日 内　容

～4/9木
田原福祉専門学校卒業式

ロゲイニング in 伊良湖

4/9木～4/23木
北部保育園閉園式

田原福祉専門学校入学式

4/23木～5/7木
しおさい大学

渡辺崋山を知るために

◦街角ネットたはら

毎日６回放送
①7：20 ②12：20 ③15：20 ④18：20 ⑤22：20 ⑥24：20
※天候などにより、内容を変更する場合があります

※この番組表は有料広告として掲載しています

1001689

◦たはら市政番組のバックナンバーは
　　　　　インターネットでも視聴可能です！
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菜の花畑で遊ぶ様子を上手に描けまし
た。お花がいっぱいできれいだね。

菜の花を切るのが難しかっ
たけど、頑張って作ったよ。

 な　　　はなばたけ     あそ　　 よう   す　　　じょう ず　　　 か

風船に紙をたくさん貼って、心菜ちゃん
そっくりのかわいい作品ができました。

ふう せん　　 かみ　　　　　　　　　　　 は 　　　　　  ここ  な

評

稲場保育園

鈴木心菜ちゃん（6歳）

稲場保育園

山崎琉侍くん（6歳）

偶然できた泡の形や色
から想像を広げ、色鮮や
かな羊の群れを描くこと
ができました。

評人物の大きさを工夫し
て、前へ勢いよく走る友
達の様子を表現すること
ができました。

評 亀山小学校３年

本田希々愛さん
　 の     の     あ

パーツを貼るのが楽しかっ
たよ。歯を細かく切ったよ。

亀山小学校6年

渡辺珠櫻さん
 み   ちぇり

木版画

 　　　    　  

水彩画

 　　　　　　　　　　  　　　　　　　 さく ひん　
評

 　　　　　　　　　は　　　　　　　 たの  

　　　　    

 りゅう　  じ

酒井
美砂
先生

　　　　　　 

  ここ    な

　　　　　  は　　  こま　　　　 き 　　　　　　 がん  ば　　　　 つく

 な　　   はな　　　 き　　　　　　　 むずか

三竹
伶奈
先生

　　　　　 はな

※4月から二人とも新一年生になりました。

見やすいユニバーサルデザインフォントを採用しています。

イ
ラ
レ
内
ル
ビ
の
ズ
レ
に
注
意

イ
ラ
レ
内
ル
ビ
の
ズ
レ
に
注
意

●人口と世帯数（令和2年3月1日現在）

●行政面積

（平成27年3月1日現在・国土地理院調べ）
１91.12km2

出生 28人 死亡 56人

転入 153人 転出 154人

増減 -29人

総人口 61,723人

男性 31,213人

女性 30,510人

世帯数 22,524世帯

※増減は2月中です

今月　納税・使用料の

国民健康保険税
（第1期分）

介護保険料
（第1期分）

水道料・下水道使用料金
（2・3月分）

4月30日　納期限

4月27日口座引落日

木

月

引っ越しによる水道の開始、中止の手続きを忘れずに。

（%）総貯水量：51,820千㎥

宇連ダム・大島ダム・
調整池の貯水率

貯水率

92.2%
（47,787千㎥）

令和2年3月23日現在 ［水資源機構調べ］

◦
編

集
・

発
行

／
田

原
市

役
所

企
画

部
広

報
秘

書
課

◦
電

話
／

0531 -22 -1111（
代

表
）

◦
E

メ
ー

ル
／

koho@
city.tahara.aichi.jp

N
o.855 令

和
2年

4月
号

ピ
カ
ピ
カ
の
新
１
年
生
は
、笑
顔
も

ピ
カ
ピ
カ
。大
人
に
は
見
せ
な
い
表

情
を
す
る
こ
と
も
。成
長
を
喜
ぶ
半

面
寂
し
さ
も
あ
り
ま
す
。子
ど
も
た

ち
が
笑
顔
で
走
り
回
る
日
々
が
早
く

戻
り
ま
す
よ
う
に
。（
Ｓ・Ｙ
）

【
表
紙
の
写
真
】臨
海
企
業
立
地
30
周
年
記
念
に
植
樹
さ
れ
た
桜
並
木
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